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がもた らす報いである」 とい う，人の心を奮い立たせる

感動的な真理で した。
「義の業を行 う者 はその報い を受ける，すなわち， こ

の世において平和 を， また来るべき世において永遠の命

を受けるということを知 っておきなさい。」2

人生 に誘惑は付 き物であ り，現世を生 きるすべての旅

人は何 らかの形でこれを経験 します。 しかし，使徒パウ

ロはこの事実 を認 めたうえで，わた したちに次のような
し れん

保証 を与 えてい ます。「あなたがたの会った試錬で，世

の常でないものはない。神は真実である。あなたがた を

耐えられないような試錬に会わせることはないばか りか，

試錬 と同時に，それに耐えられるように，のがれる道 も

備 えて下さるのである。」3
「良心は，裁 き人 として懲 らしめを与 える前に，友 と

して警告 を与 えて くれる」 とよく言われ ます。ある若者

が，非常に意義深い言葉を語 っています。いちばん幸せ

なのはどんな ときか と聞かれて，彼 はこう答 えました。
かしゃく

「良心の呵責を何 も感 じないときがいちばん幸せです。」

2番 目は正義の道です。 この道 についてのわた し自身

の定義 として， ヨブ記の第1章1節 を挙げたい と思いま

す。そ こにはこう書かれています。「ウヅの地にヨブ と
まった

いう名の人があった。そのひ ととな りは全 く，かつ正 し

く，神 を恐れ，悪 に遠ざかった。」

ヨブの人生は決して穏やかなものではあ りませんで し

た。彼 は様々な困難に付 きまとわれ，財産 をなくし，家

族の死 という悲しみに見舞われ，肉体の苦痛にさいなま

れましたが，それで も 「神をのろえ」 という勧めを退け

ました。それどころか，その気高い心の奥底から出て き

たのは 「わたしは知 る，わた しをあがなう者は生 きてお
あかし

られる」4という崇高な証だったのです。

世界 的に名高いカンザス州 トピーカの精神医学セ ン

ターを創立 し発展させた，優れた科学者カール ・メニ ン

ガー博士は，苦 しみや争い，不安に満ちた現代社会が，

その道徳的な病を防 ぐために期待をかけ得る唯一の道 は，

罪の存在を認 めることである， と述べています。 この考

えは彼の有名な著書 『罪がいかな るものになろうとも

(陥 α拗 θ7。860α〃zθ(ゾs勿)』 のテーマにもなっていま

す。それは，立ち止まって，わたしたちが自分自身に対

してしていることを熱視するようにという，すべての人

への訴えかけです。 メニンガー博士は本の中で，「善 を

知 りながら，悪 をなす人々がいるのはどうした ことだろ

うか」 といぶかるソクラテスの言葉を引用し， こう続 け

ています。

「わたしは，金 もうけに忙 しい世の特徴である，『みん

ながしていることだ』式の物の考え方が，人々をむしば

やす

んでいるという結論に達 した。易きに就 く生 き方の特徴，

すなわち，小 さなうそ，ささいなごまかし，冷淡さなど

の過ちを正す個人的責任 をわたしたちははっきり と認識

しなければならない。」彼 はさらにこう強調 しています。

「もし自分 自身 とほかの人々 に対する個人的責任 という

概念が再び社会全般 に受け入れ られるようにな り，人が

もう一度罪の意識を感 じて悔い改め，さらなる罪悪 を制

止する力 となる善悪の観念 を打ち立てるようになるなら

ば，希望がこの世界 に戻って来るだろう。」5

わた しが子供のころに学んだ教訓 を紹介 したいと思い

ます。プロボ渓谷のビビアンパークに，我が家が これま

で5代 にわたって所有 してきた避暑用の建物があります。

7月 と8月 のわたしの毎 日は，ハイキング，釣 り，川の
ふち

淵での水泳で過 ぎていきました。その淵には大 きな岩場

があり，そ こか ら川へ飛び込みました。その後は，大き

な音を立てなが ら危険な渦を巻いている急流の所 を泳い

で渡 ります。冷たい水の中に飛び込んでか ら，急流を泳

ぎ，大 きな岩場の前を急いで渡 り，最後 は流れの緩やか

な所に行 き，安全な州 にた どり着 くというのが， ほとん

どの人 にとってお決 まりのコースで した。しかし，一人

だけ違 う人がいました。彼の名は 「ビーフ」・ピーター

ソン。(訳 注 「ビーフ」には肉付 き，筋肉の意があ

る。)そ の水着 には 「人命救助員」の文字が入 り，筋肉

隆々 とい う体 をしていました。ビーフもほかの人たちと

同じように， よく渦のある流れを泳いでいました。 しか

し，その後が違 うのです。彼は急に進む方向を変え，流

れに逆 らって泳 ぐのです。その力強いス トロークで少 し

の距離は進みます。 しかし，川の急な流れに逆 らうこと

はできません。さしものビーフも次第 に力が落 ちてきて，

疲れ切った状態で，流されるようにして岸 まで泳いで行

くのです。川のさかのぼりはビーフ ・ピーターソンの ト

レー ドマークで した。

兄弟姉妹の皆 さん，わたしたちは義務 と責任を果たす

ために，度々誘惑 と罪の流れに逆 らって泳 ぐことがあ り

ます。そうするときに，わたしたちの霊性 は高められ，

神か ら与 えられた責任に堪 えられるようになるのです。

カ リフォルニア州アナハイムのデ ィズニーラン ドで

人々の人気を集めている乗 り物の壁 には，真理の模範が

書かれています。息 もつかせず，ぞ くぞ くするような体

験がで きるとい うその船 に乗 り込む とき，アンクル ・

リーマスの次の言葉が 目に入 ってきます。「つ らいこと

か ら逃 げ出すなんてできないそ。大体，逃げられるほど

遠い場所なんてありはしないんだ。」

3番 目は，忠実の道 です。 この道には，忠誠，誠実，

約束 を固 く守 ることなどが含 まれます。わた したちは末
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ジョン ・ヘランダーがゴールラインに近づくと，観衆は
一斉に立ち上がった。こうして，疲れ果て，よろけて転

びなが らも，ジョン ・ヘランダーは，肉体的な障害を乗

り越え，レースを完走 し勝利を得た。

ル イ ス ・キ ャ ロ ル の 作 品 の 登 場 人 物 ア リス は， 不 思 議

の 国 で 森 の 中 の道 を歩 い て い く うち に， 分 か れ 道 にぶ つ

か りま した 。 決 断 が つ か ず ， 歩 み を 止 め て し ま っ たア リ

ス は， 突 然 近 くの 木 に現 れ た チ ェ シ ャ猫 に， ど ち らへ 進

ん だ らい い か 尋 ね ま し た 。

猫 が 聞 き ま した 。 「ど こ に行 きた い の か ね 。 」

ア リス は 「分 か らな い わ 」 と答 え ま した 。

す る と猫 が 言 い ま し た 。 「そ れ じ ゃ ， ど っ ち の 道 を選

ん だ って か まわ な い だ ろ う。」6

わ た した ち は 自分 が ど こ に行 きた い の か よ く知 って い

る はず で す 。 で は， そ こへ 行 くた め の答 え， す な わ ち忠

実 さ を 身 に付 け て い る で し ょ う か 。 か つ てN・ エ ル ド

ン ・タ ナ ー 副 管 長 は ， 自分 自身 の心 の 中 に あ っ た 疑 問 に

答 え て ， 次 の よ う に 断 言 し ま した 。 「この 世 的 な も の に

負 け て道 を それ る よ りは … … こ こか らた と え はだ しで歩

い て で も， 日 の栄 えの 王 国 に行 きた い と思 い ます 。」7

わ た しの 好 きな 次 の 詩 は， だ れ に も 当 て は ま る チ ャ レ

ン ジ で も あ り ます 。

「仕事 に身を入れ，それが身に付 くまで頑張 りなさい。

始める者は多いが，最後 までや り通す人はわずか。

誉れ と力，位 と称賛

これ らはすべて，最後までや り通す人 に，時が来れば

与 えられるもの。

仕事に身を入れ，それが身に付 くまで頑張 りなさい。

働きなさい，黙々 と。汗 を流しなさい，ほほえみを忘

れずに。

そうすれば，程な く，人生の勝利がやって来る。」8

日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員 として，神聖な約束

を尊ばなければな りません。聖約 を忠実に守ることは，

幸福になるための条件です。 もちろん， この聖約の中に

は，バプテスマの聖約，神権の聖約，結婚の聖約な どが

含 まれます。

忠実 と呼ばれるこの道 に，休憩所はあ りません。その

旅は絶 えることな く続 き， ぐず ぐず と時を過 ごす ことは

許 されません。旅を始 める前の時点で，人生 とい う道 は

遮 るものなど何 もない見晴 らしの中に広がっているとい

う期待をしてはいけません。その道 を進んで行 くと，分

かれ道や曲が り角にぶつかるということを予想 しておか

なければならないのです。 しかし，西へ行 くのか東へ行

くのかをはっきり考 えていないとした ら，所期の目的地

に到達することは望めません。はっきりした目的を持っ

たうえで，決断 しなければならないのです。

伝道の書に記 された，伝道者の勧告を思い出 してみま

しょう。「必ず しも速い者が競走 に勝つのではなく，強

い者が戦 いに勝つので もない。」9「最後 まで堪 え忍ぶ」

者が勝者 なのです。10使徒パ ウロ も次の ように助言 して

います。「競技場で走 る者 は， みな走 りはするが，賞を

得 る者はひとりだ けである。あなたがた も，賞 を得るよ

うに走 りなさい。」口

そのような精神 と決意，つまり古い自分 を捨 てて真の

可能性に近づ こうとする心 は，人の良心の奥底 に秘めら

れています。 しかしその道 は険 しく，多大な努力を要し

ます。スウェーデンのエーテボリに住むジョン ・ヘラン

ダー もそのことに気づいた一人です。彼 は現在26歳 で，

身体障害者です。思 うように体 を動かせないのです。

にもかかわらず，ジョンはかつて，スウェーデンのク

ングスバ ッカで開かれたユースカンファレンスで，800

メー トル走 に出場 したのです。彼には勝つ 見込みなどあ
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りませんでした。恥 をかき，ばかにされ，あざけられ，

笑い者になるのは目に見えてい ました。恐 らくジョンは，

遠い昔にはるかな地 に住んでお られたある御方の ことを

覚 えていたのでしょう。その御方もばかにされたのでは

なかったで しょうか。 あざけ られたのではなかったで

しょうか。笑い者にされたのではなかったでしょうか。

しか し， その御方 は勝利 を収 められました。御 自分 に

とってのレースに勝たれたのです。ですからジョンも勝

てるか もしれません。

そのレースは実にすばらしい ものでした。走者は皆，

力のかぎりに走 り，突進 し，ジョンをどんどん引き離 し

て行 きます。人々は驚きの目で見詰 めていました。あん

なに遅れてのろのろ走 っているのは一体だれなんだ ろう。

トラック2周 の この競技で，ジョンが1周 の半分までし

か行かないうちに，ほかの走者は2周 目を走っていまし

た。先頭グループの走者たちがゴールに近づ くにつれ，

緊張が高 まりました。だれが勝つだろうか。2位 はだれ

だろうか。だれ もが最後の力 を振 り絞 って走 り，テープ

が切 られ ました。群衆は歓声 を上げ，勝者が決まりまし

た。

レースは終わったかのようで した。しかし，レースが

終わっても走 り続ける走者がいました。彼はゴールライ

ンを通過 しました。で もそれは1周 目の ものでした。 こ

の若者には負けたことが分からないのでしょうか。 コー

スに残っているのは自分だ けだ というのに，彼 はなおも

前 を向いて走 り続 けます。 これはもう，彼自身のレース

です。勝利 を収めるのは彼なのです。席を立つ者は一人

もいませんでした。すべての目が この雄々 しい走者に注

がれました。彼は最後のコーナーを曲がると，ゴールに
い けい

向かいました。人々は畏敬 と称賛の目でジョンを見詰め

ています。 ジョンの姿に，人生 のレースを走 り続 ける自

分 自身を重ね合わせて見ているのです。

ジョンが ゴールに近づ くと，人々 は一斉に立ち上が り

ました。そして大 きな拍手がわき起 こりました。こうし

て，疲れ果て，よろけて転びなが らも，ジョン ・ヘラン

ダーは，係員 の計 らいで再 び張 られたテー プを堂々 と

切 ったのでした。声援 は遠 くまで響 きました。恐らく耳

を澄ましていたなら，偉大な審判員である主が 「良い忠
しもべ

実 な僕 よ， よくやった」(マ タイ25：21)と おっしゃる

声 も聞 こえたことでしょう。

わた したち一人一人 は人生のレースの走者です。走者

が多い ことは慰めでもあります。永遠の審判員がすべて

を理解 しておられることを知れば，力がわいてきます。

一人一人が走 らなければな らない真理の道 は
，確かに

チャレンジに満ちています。で も，皆 さんもわたしも，

独 りで走 るわけではありません。た とえっまずいた とし

て も，立ち上がってゴールを目指す決意 をするとき，家

族や友人，指導者 という大勢の観衆がわた したちの勇気

をたたえ，拍手 を送って くれ ます。人生のレースは，短

距離の選手が走 るような平坦で易しいコースではあ りま

せん。落 とし穴や障害物 に満ちています。 しかし，次の

賛美歌はわた したちを勇気づけて くれ ます。

な

恐るな，われは汝が神

助け与 え，強 くして

わが正 しき力をもて

なんじ

常に汝 と共にあ り

な

汝れを支え，励 まさん

主，われに頼 るものの霊 敵の手 には渡 し得ず

地獄，彼に迫 るとも

われその霊を見捨てはせず 必ずわれは見捨てず12

ざ せつ

挫折感 を捨て去 りましょう。進歩を妨げるような悪習

を捨てましょう。すべての人に備 えられた賞，すなわち，

神 の日の栄えの王国での昇栄を求 め，それを得 ようでは

あ りませんか。

4番 目は，神聖の道です。ノーマン ・カズンズはこう

書 いてい ます。「死 を恐れ る必要はない。恐れなければ
たまわ

ならないのは，自分が大いなる力 を賜っていることに気

づかぬまま死ぬことだけである。 その偉大 な力 とは，自 』

らの生涯 を人のためにささげる自由意志である。 もし自

分 自身が，ほかの人の心に強 く迫 る何かを与 え得たな ら，

それはいつまで も朽 ちないものとして残ってい くかもし

れないのだ。」
あがな

死に打ち勝 ち，世の人の罪を蹟われた御方，すなわち

イエス ・キ リス トは，わたしたち一人一人 に御自身が示

された聖なる模範 に従 うよう勧めてい らっしゃいます。

「わた しについてきなさい」 との言葉 は，主の優 しい教

えであ り，「わた しに学 びなさい」 という言葉 は， この

世 を超えて永遠に続 く事柄 を学ぶようにとの，主御 自身

の招きです。

ジョン ・スローン ・ディッキーは次のように書いてい

ます。「教育の目的は何かをなす能力 と道義心の両面 に

おいて完全な人を育てることである。なぜなら，能力の

みを養い，それに対応する道徳性を育てないのは，悪し

き教育だからである。さらに言えば，能力 は，道徳性が

伴わなければ最終的には滅んでしまうだろう。」

イエスがわた したちに歩むよう望 んでお られる道 を

はっきりと見極め， この世的な ものや悪 しき者 のた くら

みに惑わされないようにするため，決断力 と不動の信念，

すなわち眼識 を得 るにはどうしたらよいでしょうか。ヒ
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歩かなければならない人はだれ もいません。わた したち

は神 を仰 ぎ見 て，助 けを求 めることがで きるのです。

「人間を超 えた より高い力を認 めることは，いかなる意

味においても，わたしたちの人格をお としめた りはしま

せん。神への信仰のゆえに，恵み と気高い目的を，自分

よりもはるかに優れた神の力 に帰するなら，人 はより崇

高な神意 と神の尊い属性を心 に描 き，人生の苦闘の中に

あって も励 まされ，鼓舞されることでしょう。……信 じ，

祈 り，求めるものを望む ことにおいて，熱心でなければ

なりません。熱心な祈 りを込めたそのような努力に報い

が与 えられない ということはあ りません。……それ こそ

が信仰の原理の本質なのです。」岡これ はスティーブン ・

L・ リチャーズ副管長の言葉です。

見ていて心和む芝居 「王様 とわたし」の中に，幸福 を

探究するわたしたちにとって励み となる一節があります。

主人公のシャム王は床 に伏せ，間 もな く臨終の時を迎 え

ようとしていました。アンナは息子にこう聞かれました。

「王様 は善い人 になるために
，……で きる限 りの努力を

したのP」

ア ンナは以前 を懐か しむような表情 で答 えました。

「だれで も善 い人間 になろうとは考 えても……思 うよう

にはいかないもの よ。で も王様 はほんとうに努力された

わ。」15

ここで預言者 ジョセ ブ ・ス ミスの言葉 に戻ってみ ま

しょう。「幸福 はわたしたちが存在する目的であり，目

標である。 したがって， もし幸福につながる道 を歩むな

ら，そ こに到達で きるだろう。 この道 とは，徳，正義，

忠実 さ，神聖の道であり，神のあ らゆる戒 めを守 る道で

ある。」 はっきりと示 されてい るこれ らの道 を歩 み ま

しょう。そうするためには，世の中でいちばん短い説教

に従 うとよいでしょう。それは 「正義 を選 ぼう」 という

言葉です。

この勧告に従 ったジョー という青年がいます。彼 は朝

6時 に起 きて，ある体の不自由な子を80キ ロも離れた病

院まで車で連れて行 くよう頼 まれました。ほんとうは断

りたかったのですが， どうしても口に出せませんでした。
一人の女性がその子を車の所 まで連れて来て助手席た座

らせ ると，涙で声 を詰 まらせながら 「あ りが とうござい

ます」 と言いました。ジョーは 「わた しにお任せ くださ

い」 と告げると，す ぐに車 を出しました。少し走 ると，

子供がはにかみなが らこう尋ねてきました。「お兄ちゃ

んが神様 なんだね。」

「残念だけど
，違 うよ，坊や。」

「で も
，や っぱ り神様 だよ。だって，お母さんがぼ く

の枕 もとで神様 に祈 っているのを聞いたんだ。『この子

が 病 院 へ 行 っ て足 が 動 か せ る よ う に な っ て ， ほ か の 子 供

た ち と遊 べ る よ う に して くだ さ い 』 っ て 。 神 様 に 祈 っ て

い る の を聞 い た ん だ 。 お兄 ち ゃ ん は神 様 に代 わ っ て働 い

・て い る ん で し ょ うP」

「時 々
， そ う い う こ と もあ るか な。 い つ も じ ゃ な い よ。

で も， これ か らは 神 様 の代 理 と して 働 こ う と思 っ て い る

よ。」

兄 弟 姉 妹 の 皆 さん 。 皆 さん は い か が で し ょ うか 。 わ た

し も 自分 自身 を振 り返 っ て い ます 。 わ た した ちが そ う な
けんそん

れるように，謙遜にまた熱意 を込めて祈 りたいと思いま

す。□
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ホー ムテ ィーチ ャーへの提 案

1.幸 福 はわたしたちの人生の目的である。

2わ た したちの前には，幸福 に続 く以下のような道が

続いている。

■徳の道

■正義の道

■忠実の道

■神聖の道

層神のすべての戒めを守 る道
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わた したちは健康を害 している人々に対 して思いや り;を示さなけれはな りませんか，それにはHIVに 感染 している人

やエイズにかかっている人も含めてしかるべきです。(エ イズの場合，性交渉によって感染 したとは限りません。)わ た

したちはこうした人々に対 して，教会の活動に参加するよう奨励すべきです。

葦

講葦 騨 戸　 騰.

鰭/.`艶 ご 議

薩 …
ファイ2：29)

9大 管長会は次の ように宣言している。「(1)不 道

徳な思いや感情を抱 くことと(2)異 性や同性 と不道徳

な関係 を結ぶ こととの間には， はっきりとした違いがあ

ります。」4もちろん，不道徳 な思いは不道徳な行為 に比

較 して重大さの程度は軽いが，そうした思い も抑制 し悔

い改めるように しなければならない。「わた したちの思

いもわたした ちを罪に定める」(ア ルマ12：14)か らで

ある。不道徳な思い(な らびに重大ではないものの，そ

うした思いのきっかけとなる感情)は ，罪深い行為 をも

たらす可能性があるからである。

10神 の子であるわたしたちへの神の愛は偉大である

ので，最 もひどい罪人 といえども(言 い換えれば，罪を

犯 した大多数の人は)，最後には栄光 の王国の一つを受

け継 ぐという報 いを受 ける。5この世で善艮な4き 方を

し，救 いの儀式をほとん ど受 けなが ら，永遠の結婚 を通

してもた らされる昇栄へのふさわ しさに欠けていた人は，

日の栄えの王国の低い階級に救われるであろう。そこに

は， 永 遠 の増 加 は な い(教 義 と聖 約13114参 照)。

11問 題 や 選 び の連 続 で あ る この 世 の人 生 に あ っ て，
ナかい

す べ て の 人 は 救 い 主 の 「互 に 愛 し合 い な さ い 」(ヨ ハ ネ

15：12，17)と の 戒 め の 下 に あ る。 大 管 長 は最 近 の メ ッ

セ ー ジの 巾 で こ う込 べ て い る。

「わ た した ち は互 い に も っ と親 切 で あ る よ う に
， も っ

ゆる

と優 し く， も っ と人 を 赦 す よ う に求 め られ て い ます 。 ま

た ， 怒 る に も っ と遅 く， 助 け る に もっ と速 くあ る よ うに

言 わ れ て い ます 。 さ ら に， 友 情 の 手 を差 し伸 べ ， 報 復 の

手 を抑 え る よ う に求 め られ て い ます 。 そ し て キ リス トの

真 の 弟 チ とな り， 心 か ら の思 い や りを も っ て互 い に愛 し

合 う よ う に言 わ れ て い ます 。 そ れ が キ リス トが わ た した

ち を 愛 され る方 法 だ か らで す 。」6

親 切 と思 い や り と愛 は， 自 分 に は何 の 過 ち も な い に も

か か わ らず 負 わ さ れ て い る重 荷 に耐 え られ る よ う に， ま

た ， 自分 で正 し い と思 う こ と を行 え る よ うに ， わ た した

ち を強 め て くれ る もの で あ る。
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福音の教えとわたしたちに課せ られた義務の応用

こうした教 えと戒 めと義務 は，本稿 の初めに提起 され

た質問への答 えとしてわたしたちを導いて くれるもので

す。

わたしたちの教えが，いわゆる 「ゲイ ・バ ッシング」

(ホモセクシュアルまたはレズビアンの行為にかかわっ

ている人々を物理的た， また言葉で攻撃すること)に か

かわる人々 を非難 していることは明らかです。

わた したちは健康 を害 している人々に対 して思いや り

を示 さなければな りませんが， それにはHIV(ヒ ト免

疫不全 ウイルス)に 感染 している人やエイズにかかって

いる人 も含めて しかるべきです。(エ イズの場合，性交

渉によって感染 した とは限 りません。)わ たしたちばこ

うした人々に対 しても，教会の活動に参加するよう奨励

すべ きです。

同性 による性関係の問題に大管長会の見解 を応用 して

みましょう。 まず，(1)ホ モセクシュアル(レ ズ ビア

ン)の 「思いや感情」(こ れは抑制 し，気持 ちを切 り換

える必要があ ります)と(2)ホ モセクシュアルの 「行

為」(こ れは重大な罪です)に 分 けなければなりません。

ここで注意 しなければならないのは，「ホモセクシュ

アル」や 「レズ ビアン」「ゲイ」 とい う言葉 は， ある特

定の思いや感情，行動 を表す形容詞であることです。 し

たがって， こうした言葉 をある特定の状況や具体的な人

物を指す名詞 として用いることはやめなければな りませ

ん。わたしたちの教会 には， こうした言葉の使い方を規

定する教 えがあ ります。 こうした言葉 を， 「状況」を示

す言葉 として使 うのは誤 りです。なぜな らそれは，性 に

関す る 「行動」 というきわめて重要な事柄について，そ

の人が生 まれなが らにして選択の余地のないある状況 に

拘束 されていることを暗示す ることになるか らです。

もう一つは感情です。中には生まれつき備わっている

感情 もあ りますが，ほかはわたしたちのこの世での経験

に起因す るものです。 また，「生 まれつきのものとこの

世で養われた もの」 とが複雑に絡 み合って生 じることも

あります。わたしたちには皆， 自分で選んだのではない

感情が存在 します。 しかし，イエス ・キ リス トの福音は，

わたしたちには感情 に抵抗 し，(必 要 に応 じて)そ れを

変形させてい く力があると教えています。感情がわたし

たちを導いて，不適切な思いを抱かせたり罪深い行動 を

取 らせた りしないためです。

人によって体の特徴は異なります。そして，子供のこ

ろまた大人になってから遭遇す る様々な肉体的，情緒的

圧力に対 しての感受性 も人 それぞれです。感受性 もわた

したち自身が選んだ ものではありません。 しか し，その

感受性のうえにわたしたちが植え付 けた態度や優先順位，

行動，そして 「生活様式」はわたしたち自身が選んだも

のであ り，自ら責任 を取 るべきものです。

こうした事柄へのわたしたちの教義的立場 を考えるう

えで欠かす ことができないのは，単 なる自由 と選択の自

由の違いです。わたしたちの自由は この世の様々な条件
た まもの

によって制限を受けますが，神の賜物である選択の自由

は，外的な力の影響 を受 けません。 それは，選択の自由

が人の責任能力の根幹を成 しているか らです。 この単な

る自由と選択の自由の違いは，感情か ら思い，思いから

行動，行動か ら習慣 という進行の過程を想定するとよく

見えてきます。 この進行の過程は，ギャンブルやたばこ，

アルコールなど，いろいろな ものの中に現れてきます。

さて，普通の人 とは異なった感情 を抱 く人々がいるよ

うに，ある特定の行動や反応，習慣 に対 して異常な感受

性 を示す人々がいます。恐 らくそうした感受性は生 まれ

つきの ものであるか， もしくは個人の選択や過ちによら

ずに獲得 した ものでしょう。使徒パ ウロが次のように呼

んだ名前の分か らない病気 と似ています。「わたしの肉

体 に一つの とげが与 えられた。それは，高慢 にならない
つかい

ように，わたしを打つサタンの使なのである。」(2コ リ

ント12：7)あ る人 にギャンブルに引きつけられる感情

があるとします。普通の人ならちょっと楽 しむ程度で止

まるのに， その人1ま何かに取 りつかれた ようにギャンブ

ルにのめり込んでしまいます。ある人はたばこに魅力 を

感 じ，たばこへの感受性が強 くて習慣 になってしまいま

す。また，アル コールに強い魅力を感 じる人が，弱 さか

らたちまちのうちにアルコール依存症 になってしまうの

です。、短気や議論好 き，強欲な どもその例です。

どのケース も(ほ かの例 も同じですが)， 単なる感受
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性を特定の行動にまで高 じさせてしまう感情やそのほか

の性格的特徴 というものが，遺伝的性質 とある程度関連

するのではないか と考えられます。しか し，この関連性

は恐 らく非常に複雑なものでしょう。 また，遺伝だ と考

えているものは，もしかした ら，個人が成長期に特定の

影響力 に遭遇 して獲得 した強い傾向にすぎないのかもし

れ ません。しかし，この世でわたしたちに与 えられた自

由の様々な形態である感受性やわたしたちの持つ人間的

弱さが どうあれ(わ た したちはこの世では 「肉において

は自由」であるにすぎない 〔2ニーファイ2：27〕)， わ

た したちは自分の もてあそぶ思いや選ぶ行動 について，

選択の自由を行使 した ことへの責任 は取 らなければなら

ないのです。わたしはこの対比について，数年前， ブリ

ガム ・ヤング大学で次のように話 しました。

「わた したちのほとん どは生 まれつき，『肉体に一つの

とげ』を持 っています。(そ れは生 まれてか らできた も

のもあります。)ま た，人 よりも目立つ もの もあれ ば，

人 と比べて深刻な ものもあ ります。そして，わた したち

は皆， その一つ一つの障害に対 して感受性 を持っている

ようです。しかし，その感受性がいかなるものであれ，

わたしたちには自分の思い と行いをコントロールする意

志 と力があります。 これはそうでなければな りません。

神はわたしたちに対 して，思いと行 いに責任を持つよう

に言ってこられました。 ということは，わたしたちの思

いと行い は，与 えられている選択の 自由によりコン ト

ロールできるはずの ものであるとい うことです。一度責

任能力のある年齢 に達 したならば，『生 まれつきそうな

んだから』 という主張 をもって神の戒めに合致 しない思

いや行いを正当化することはできません。わた したちは

死すべき肉体から来る弱さが永遠の目標の達成を阻む こ

とのないように，生 活の仕方を学んでいかなければな り

ません。

神 はわた したちの苦難 を聖別 してわたしたちの益 とし

て くださると約束され ました(2ニ ーファイ2：2参

照)。 親か ら受 け継いだ 〔もし くは生 まれた後 に形成 さ

れた〕弱さを克服するための努力が，永遠にわたってわ

たしたちの力 となる霊的な強さを築き上げて くれるので

す。したがって，パウロが 『肉体 〔の〕一つの とげ』を

現世でわたしたちに影響を及ぼす肉体上の様々なとげに

ついて考えてみた場合，わたしたちにどれだけの自由が

与えられているかは不明な部分が多くあります。しかし，

これだけは分かっています。すなわち，わたしたちには

皆選択の自由があり，それを思いと行いとにおいてどう

使うかに対して，わたしたちは自分で責任を取らなけれ

ばならないということです。これは基本的なことです。

取 っ て くだ さ る よ うに3度 祈 っ た とき， 主 は こ う答 え ら

れ ま し た 。 『わ た し の 恵 み は あ な た に対 し て十 分 で あ る。

わ た し の 力 は 弱 い と こ ろ に完 全 に あ らわ れ る。』 パ ウ ロ

は従 順 な 態 度 で 次 の よ う に結 論 づ け て い ます 。

『そ れ だ か ら
， キ リス トの 力 が わ た し に 宿 る よ う に，

む し ろ， 喜 ん で 自分 の 弱 さ を誇 ろ う。

だ か ら， わ た し は キ リス トの た め な らば ， 弱 さ と， 侮
ゆ

辱 と，危機 と，迫害 と，行き詰 まりとに甘んじよう。な

ぜなら，わた しが弱い時にこそ，わた しは強いからであ

る。』(2コ リント12：9-10)

わたしたちの感受性や傾 向 〔感情〕がどうあれ，神の

戒めにより禁 じられていることを行った り考えた りする

ことにわた したちの方で選択の自由を行使 しないかぎり，

感受性や傾向がわた したちの永遠の行 く末を決めること
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はできないのです。例えば，アルコール依存症に対する

感受性は，その人か ら中毒症状を起 こさずにアルコール

を摂取するという自由を損 なうものですが，選択の自由

を行使することによってアルコールの摂取 をやめ，その

結果アルコールによる肉体的な衰弱や中毒症状 による霊

的な退廃か ら逃れることができるのです。
…… 『人間 には特定の行動 に駆 り立てる強い力があっ

て， これ は人間の選択の力 を超 え るもので ある。 した

が って，人間は自分 の行動 に責任 を持つ ことはできな

い』 とい う主張に気 をつけて くだ さい。 この主張は，イ

エス ・キリス トの福音の最 も基本的な教えに対抗するも

のです。

サタンは， この世でわたしたちが責任を持つべきこと

は何 もない と教え込 もうとしています。 これ こそが天上

の戦いでサタンが勝 ち取 ろうとした ものなのです。『自

分は生 まれつ きこうだから』 という理由で選択の自由の

行使に責任を取 ることをしない人 は，天上の戦いの結果

を無視 しようとしています。わたしたちには責任があり

ます。もし反対の主張 をするなら，その努力は悪魔の宣

伝活動に荷担 していることになるでしょう。

個人が責任 を取ることは人生の法則です。 これは人間

の法律 にも神の律法にも適用され ます。文明社会の中で

は，自分の衝動をコン トロールすることが義務づ けられ

ます。同じように神はその子供た ちに対 して，戒 めを

守 って永遠の行 く末を確かな ものとするには衝動 を抑え

なければな らないと教えられ ました。法律 はその人が短

気だからといって，自分 を苦 しめる相手 に，衝動のまま
どんよく

に発砲することを許 してはくれませんし，貧欲だか らと

いって，衝動から盗みを働 く1ことも許 しません。あるい

は，幼児に対 して異常な性欲 を持っているか らといって，

衝動から実際にその欲望を満足 させ ることを許 して くれ

ません。……

現世でわたしたちに影響 を及ぼす肉体上の様々なとげ

について考 えてみた場合，わた したちにどれだけの自由

が与 えられているかは不明な部分が多 くあ ります。 しか

し，これだけは分かっています。すなわち，わたしたち

には皆選択の自由があり，それを思いと行い とにおいて

どう使 うかに対 して，わたしたちは自分で責任を取 らな

けれ ば な らな い とい う こ とで す 。 これ は基 本 的 な こ とで

す 。」7

科学的洞察

わた したちの教義的なアプローチとは対照的に，多 く

の人々はこの同性愛の問題に単に現代科学の立場か らア

プローチしようとしてい ます。わたしは科学者 としての

資格 を有 しませんが，『自らをホモセ クシュアルやレズ

ビアンであると自認する人々は生 まれつきそうであるこ

とが最近 の科学上の発見で分かった』 とする人々の主張

に対 して，科学文献による知識 と資格ある科学者や医師

の助言に基づいてその誤 りを立証 しタうと思います。

わたしたちは人体に関する科学的な発見が加速度的に

なされている時代に生 を受けています。わた したちは，

自分の身体的特徴の多 くが親から受け継いだ もの として

説明できることを知 っています。同時 に，わたしたちの

行動が親や兄弟関係(特 に成長期において)， また育っ

た地域の文化などの心理的な要素に大 きく影響 されるこ

とも分かっています。ある特定の行動が 『生得の もので

あるか否か』 との議論は1世 紀 もの間続けられて きまし

た。 この議論を，『同性 に対する特別 な感情や行動』 と

いうテーマにも適用 しようとす ることは，この非常 に複
ようらん き

雑なテーマに対する科学的知識がまだ幼藍期 にあること

を物語 る一例にすぎないのです。

科学者の中には，人間の行動が遺伝的な影響 を受ける

ことを否定 している人々がいます。8一 方，『性志向への

遺伝的な影響 については十分な証拠がある』 として，そ

の証拠や理論 を示そうとする科学者 もいます。9
がん

もちろんわた したちも，ある種の癌や糖尿病のような

特定の疾 病 に対 しては，遺伝 を裏付 けるものがあると

知っています。 また，人間の行動様式に関連する障害，

例えば攻撃性やアル』コール依存症，肥満などの傾向の中

にも遺伝的性質 を認めるとの理論や証拠 も出されていま

す。性志向に遺伝的性質が役割 を果たすという仮説 を立

て ることは簡単です。 しか し，重要なこととして心に留

めておかなければならないのは， このアプローチに対し

て認 められている二つの主張です。すなわち，「基本的
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な遺伝性 と必然的な遺伝性を混同してはならない ・ ま

た，恐らくほとん どのメカニズムは，生得的な性質 と環

境による形成 との相互作用であろう」田ということです。

性志向が生物学的に決定されるか どうかについては，

まった くの否定か ら完全 な受容 まで科学者の意見 は様々

ですが，大 まかな点で一致 しているのは，現段階で得 ら

れる証拠では不十分であ り，確固 とした結論に至 るには

ほかの多 くの科学的研究 を待たなければならない という

ことです。

男性の一卵性双生児で一方が 「ゲイ」を自認する56組

を調査 した結果，その52パ ーセン トの組が他方 もゲイで

あることが分か りました。口女性の一卵性双生児 の場合

も，双方が同性愛者である比率はほぼ同じです(71組 中

34組 で48パ ーセン ト)。i2これ らの調査 は，自分をホモセ

クシュアルまたはレズビアンと分類する基 となる遺伝的

な影響力が何か しら存在することを示す ものかもしれ ま

せん。 しかし，たとえそうであったとして も，その影響

力が決定要因 となっていないことは明らかです。ある著

名な科学者 はこう述べています。「まった く同一の遺伝

子を持ち，同じ両親 に育てられたにもかかわ らず，一卵

性双生児の一方が同性愛者，他方が異性愛者になる確率

は50パ ーセン ト以上 ある。」13もう一つ注目しなければな

らないのは，これらの研究(ほ かの研究 も後述)の 結果

は自分から名乗 り出た人々だけを対象にしているという

ことです。「起源に関する議論の一致は言うまで もな く，

臨床医学者や行動科学者の問に同性愛 についての普遍的

に認め られた定義がい まだ に存在 しない」14とい う状況
ぜ いしゃ く

の下での科学的結論 としては，い ささか論拠が脆 弱で

はないでしょうか。

新たな知識の分野で最 も歓迎されるのは，新たな資料

に基づいた証拠です。1993年7月 ，ディーン ・ヘイマー

博士が世界の注 目を集めました。「染色体領域Xq28上 の

遺伝子マーカー 〔特定可能なDNAの 帯〕の遺伝的特徴

と18歳以上の男性同性愛者 とその親族の性志向 との間に

統計上重大な関連性」を発見したと発表 したのです。言

葉を換 えて言えば，「Xq28に は男性を同性愛に向かわせ

る遺伝子が含 まれてい るように思われ る」15とい うこと

です。ヘイマー博士が自説 に対 して最 も明確 に述べてい

福音の第一の原則は主イエス ・キリストを信 じる信仰で

すが，イエス ・キ リス トはわたしたちに光と力を与え，

わたしたちがこの世での障害を克服 し，神か ら授かった

選択の自由を用いて永遠の行 く末に導く行動を選択でき

るようにしてくださいました。

る部分を後 に出 された著書から引用 してみましょう。

「一般人に対す るXq28の 重要性 については，経験によ

る推測を適用せざるを得ない。高い方の推測で言えば，

この染色体領域が影響を与 える可能性は，最大で男性同

性愛者の67パ ーセントである。 これは，厳密 に選び出し

た男性同性愛者ならびにその兄弟がこの染色体領域 を有

する比率である。低 い方の推測の場合，同性愛の多 くが

環境的な要素によって， もしくは相互に関連する数多 く

の遺伝子 によって生 じるとす ると，Xq28が 男性の性志

向を決定するケースはわずか数パーセン トにすぎない。

そこで，わた したちの関連性 を示すデータと双生児 とそ

の家族についての入手可能な研究データから平均を取っ

てみると，Xq28が 男性同性愛者 に何が しかの影響を及

ぼしている比率 は5な いし30パ ーセン トとなる。推測に

おけるこの大 きな比率の幅は， さらに多 くの研究がなさ

れる必要があることを物語っている。」16

毒

奮
舘

塞§

轟

§
崔

聖徒の道/1996年3月 号



「同性愛者」を自認す る人々の 「5な いし30%」 とい

う数字 は，科学 が 「同性愛」は遺伝的性質 に 「起因す

る」 ことを証明した との主張 を正当化するにはいかにも

低い数字です。ある著名 な科学者 は二つの不確実な要素

を挙げています。

「同性愛の根本 となる生得の生物学的傾 向が存在す る

としてこれ まで取 りざたされてきた証拠には，すべて不

備がある。……同性愛が遺伝 によるものであることを示

そうとする遺伝研究 を確かめてみると，遺伝的に伝わる

ものが何であるか も，またそれが性志向にどう影響する

のかも明 らかにしていない。」17

コロンビア大学精神医学部のバイン博士 とパー ソンズ

博士は，人間の性志向の生物学的理論への優れた再評価

の中で，以下の重要 な警告 と提案を提供 して くれていま

す。

「重要なのは，臨床医学者や行動科学者が性志向の複

雑さを理解し始め，社会心理学 もしくは生物学からの単

純な説明を求めようとする主張に対して抵抗を示 してい

るということである。

性志向の原点 を探る理論のほとん どに目立って欠けて

いるのは，自己のアイデンティティーを形成する際の個

人 としての積極的な役割である。……我々が提唱するの

は，遺伝子やホルモンそれ自体が性志向を特定すること

はな く，ただ特定のパーソナリティーの傾向を強化する

という相互作用モデルである。その結果個人 と個人を取

り巻 く環境 とが相互 に作用 して，性志向や そのほかの

パーソナリティーの特徴が形成されてい く。」18

この見方 は科学者か らの数多 くの提言の一つにすぎま

せんが，特 に説得力のあるものです。わたしたちがこの

世での状態 として真実の原則であると考 えている，個人

の選択 という大切な要素を考慮に入れているか らです。

教会役員ならびに教会員の責任

1991年11月14日 の純潔の律法 に関す る通達の中で，大

管長会 は次のように宣言しています。「正 しい性関係 は，

結 婚 というきずなの下で夫 と妻が適切に表現するときに

初めて成立 します。 これ以外のいかなる性的な交わ りも

すべて罪であ り，それには独身者 による私通，既婚者 に
かんつう

よる姦通，同姓愛による行為 も含 まれ ます。」

教会役員 は以上の指示にのっ とり， この律法に背いた

人々に悔 い改めを呼びか け，預言者サムエルが邪悪 な

ニーファイ人 に教えた原則 を思い起 こさせる必要があり

ます。「あなたがたは手 に入れ ることのできないものを，

生涯をかけて求めてきたのである。あなたがたは，罪悪

を行いなが ら幸福 を求めてきた。それはわたしたちの大
かしら

いなる頭の内にある， あの義 の本質 に反することであ

る。」(ヒ ラマン13：38)

人は重大な罪 を犯 し続けなが ら，教会員 として とどま

ることはできません。 また罪を奨励する人々に対 しても

宗紀上の処分が科せ られます。 もちろん不正 な思いや感

情に対する宗紀上の処分 はありませんが(改 善への励 ま

しはある)，行動 には必ず結果が伴います。だれ も 「追

い出す」べ きではないと教えた同じ説教の中で，救い主

は弟子たちに 「だれであってもふさわしくないままでわ

た しの肉 と血 にあずかることを，承知のうえで許 しては

ならない……だか ら，ある人が……ふさわ しくない と分

かったな らば，あなたがたはその人に禁 じなさい」(3

ニーファイ18：28-30)と おっしゃっています。また救

い主はこうも命 じておられます。「しかし，悔 い改めな

ければ，その人がわたしの民 を滅ぼすことのないように，

あなたがたはその人 をわた しの民の中に数 えてはならな

い。」(同31節 。モーサヤ26：36;ア ルマ5：56-61も 参

照)す なわち，律法に背いた人々が悔 い改めの呼びかけ

にこたえようとしないならば，教会員の群れの羊飼いは
まっと

神か ら託 された責務 を全 うするために宗紀上の措置 を講

じなければなりません。

同時にわたしたちは，罪深い行い と不適切な思いまた

は危険性をはらんだ感受性 との間の違いを常に明確 にし

ておかなければな りません。わたしたちは，誘惑 に抵抗

しようとして苦しんでいる人に愛をもって手を差 し伸べ

なければなりません。大管長会 は1991年11月14日 の通達

の中でその模範を示 しました。.大管長会 は 「独身者によ
かんつう

る私通，既婚者による姦通，同性愛による行為」が罪で

あることを確認 したうえで，こう付 け加えています。
「このような問題 について援助 を望む個人や家族 は，
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この世の人生の目的であり末日聖徒イエス ・キリスト教会の目的を成すのは，神の息子，娘をその行く末のために備

えさせること，すなわち天の御父と似た者となるように備えをさせることです。

監督や支部長，ステーク会長，地方部長に助言を求 める

必要があります。教会の指導者や会員の皆さんは，こう

した問題で苦 しむ人々 に，愛 と理解をもって手を差 し伸

べていただきたい と思います。正しい道に立ち返 るよう
しょくざい いや

にとの招きを受 け入れ，救い主の賄 罪 と癒 しの力(イ

ザヤ53：4-5;モ ーサヤ4：2-3参 照)を 身 に受け

るとき，多 くの人がキリス トの示されたような愛 と霊感

に満ちた助言にこたえて くれ るでしょう。」

同様 に，同じテーマの大会説教の中で， ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管長は こう述べています。「以上の事

柄 を申し上げたうえで，特に知 っていただきたいのは，

わたしたちは罪の苦い結果について考 えるとき，罪のあ

るなしを問わずその犠牲者に対 してキリス トと同じ同情

心 を感 じるということなのです。罪はとがめても罪人を

愛 した主の模範 に従って ください。苦 しんでいる人 には，

いたわ りと慰めをもって手を差 し伸べ，必要を満たし，

問題 を解決できるように援助 しなければな りません。」19

こうした招 きや言明 にもかかわ らず，教会ならびに教

会員 は今 もなおこうした問題に対する立場について誤解

を受 けています。昨年秋 にテレビリポーターとのインタ

ビューで，ある教会役員が こうい う質問を受けました。

「教会ではホモセクシュアルの人々 に対 して嫌悪感 を抱

く雰囲気をな くすためにどのようなことがなされていま

すか。」わたしは，9年 前 にも同 じテーマのテレビイン

タビューで，幾つかの報道に対する意見 を求められまし

た。「同性 愛者 は落 ち こぼれ とで も言 うべ き人 間であ

る」 と，教会が教えた り暗示 した りしているというので

す。そして，「彼 らは自己嫌悪 に陥 ってお り，そうした

状態 は教会が もた らした ものである」 とも報道 されてい

ました。

もっと重大なことは，そうした質問が忠実な教会員の

方々からも寄せられているということです。最近届いた

1通 の手紙にその ことが如実に表れています。

「もう一っ懸念 していることは，わた したちの息子や

娘たちが常軌 を逸 したわいせつな行動 を取る者たちであ

ると決 めつけられていることです。中にはそのような

人々もいるかもしれません。でもほとん どは違います。

この若い男女 は生 き残 りたいだけなのです。霊的な生活
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をし，家族 と教会か ら離れずに生活 したいと思っている

のです。特に彼 らを傷つけるのは，あのような否定的な

言葉が説教壇から語 られるときです。あのような説教は

抑うつ状態に拍車 をかけ，途方もない罪悪感 と恥辱 と自

己嫌悪 をもた らすのではないでしょうか。彼 らはこの世

の生涯の間ずっとそれらに耐 えていかなければな らない

のです。苦難の中にある彼 らに対 して，キリス トの純粋

な愛がほとんど示されないことが しばしばあ ります。 こ

のような大 きな誤解 を受けている天父の子供たちの立場

を改善す るために，力を尽 くしていただけた ら幸いです。

もし中央幹部 の何人かが この問題 についてもっと繊細 な

心を示 して くださるなら，自殺や家族の分裂を回避する

ことがで きると思います。教会員が彼 らを 『邪悪 な民』

と決めつけるために，彼 らは同性愛者だけの生活様式に

慰めを見いださざるを得 ません。この現実に，やるせな

い気持ちでいる人がた くさんいるのです。」20

こうした手紙 を見 ます と，問題を抱 えて苦 しんでいる

兄弟姉妹 との意思の疎通を改善しなければならないのは

確かです。あらゆるタイプの問題についてそれが言 えま

す。キリス トの教会の会員一人一人 には，愛 と理解 を示

し，助けの手を差 し伸べなければな らないという，明確

な教義上の責任があります。罪を犯した人々 も，ふさわ

しくない思いを退 けようと苦 しんでいる人々 も，追放さ

れるべき人々ではなく，愛 と助 けを受 けるべ き人々なの

です(3ニ ー ファイ18：22-23，30，32参 照)。 しか し

同時に，教会の指導者 と会員 は，た とえ一部の人々に不

快感 を生 じさせようとも，正 しい原則 と義にかなった行

動 を教 えるとい う責任 を回避 してはな りません。(あ ら

ゆる事柄に関してです。)

末日聖徒イエス ・キリス ト教会の中でホモセクシュア

ルやレズビアンの傾 向や思いを持つ人々のいる場所 はな

いのか と，教会指導者は時々聞かれます。 もちろんあり

ます。抱 えている問題の程度や，行動 を慎 み思いをコン

トロールするためのパターンなど，それぞれ個人差があ

ります。 しか し，教会が提供す る希望のメッセージと

フェローシップの手は，努力するすべての人に同等に与

・ えられます。

「これ らの人々は落ちこぼれ とで も言 うべき人々であ

る」 と教会が教 えている，などとほのめかしたテレビリ

ポーターに対 して，わたしは重要な違いを次のように説

明しました。
「そ うした傾向に対 して 〔歯止めをかけようと〕努力

している人 ば，自分 を落ちこぼれであると考 える必要は

あ りません。さて， これ とまった く異なるのが結婚関係

以外で行われる性関係です。そうした行動にかかわった

人は罪悪感を覚 えてしかるべきです。そうした行為をし

ないようにとの戒 めを与 えられた神か ら隔絶 され ると感

じて当然です。わた しは，彼 らが教会か ら隔絶された気

持ちになることに対 して別に驚 きは覚えません。驚 くべ
ほ こ

きことは，神の戒めを教会が反故 にすることができると
かんいん

彼 らが考えることです。……姦淫の罪 を犯して連れて来

られた女がいました。(こ れ はわたしたちに とっていい

先例 となります。)… … 〔救い主 は〕慈悲深 く愛 に満ち

てお られましたが，こう言われました。『お帰 りなさい。

今後は もう罪を犯さないように。』主は罪人 を愛 し，罪

を非難 されたのです。わたしは教会 も同 じだと思います。

もちろん不完全ではありますが，罪 を犯 した人々を愛 し，

罪 を非難することをわた したちは教会員に教 えていま

す。」21

同性愛の問題 を抱えた人々の悩 みは独特のものではあ

りません。誘惑は性的な ものに限 らずいろいろあ ります。

そして，罪 を拒む義務 はこれらの人々すべてに当てはま

るのです。

罪に陥った人々や罪を拒 もうとして格闘している人々

に教会が提供で きる最 も大切 な助 けは，真実の教義を教

え，回復 された神聖な儀式 を執行することにより，教会

の使命 を果たすことです。福音 はすべての人に同じ基準
しょく

の下に適用されます。その中心 を成す真理は救い主の贈
ざい

罪 と復活であ り，それを通 してわた したちは不死不滅 と

永遠の命を享受で きるようにな りました。 この永遠の行
まっと

く末を全 うするために， この世 においてまた次の世 にお

いて，神のすべての子供たちのために定められた神聖な

目標が，永遠の結婚です。 しかしなが ら， この神聖な目

標 は主の方法で達成 しなければな りません。例 えば，

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長 は 「結婚 を，同性愛の
ち ゆ

傾 向や習慣を治癒するための一手段 と見なしてはいけま
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せん」22と述べ ました。

苦 しんでいる人々は， キリス トと教会 を通 して助 けを

得ることができます。 こうした助 けは断食 と祈 りを通 し

て，福音 の真理 を通 して，教会への出席や奉仕を通して，

霊感 を受けた指導者からの勧告 を通 して得られ ます。問

題によっては，必要に応 じて専門的な援助が得 られます。

もう一つの重要な力の源 は，愛に満ちた兄弟姉妹の励 ま

しの力です。だれもが理解 しなければならないのは，同

性愛の問題で苦 しんでいる人々(や その家族)は 愛 と励

ましを特 に必要 としている人々であ り， しか もそのよう

な人々を愛し励 ます ことは，聖約 によって，進んで 「互

いに重荷 を負い合」い(モ ーサヤ18：8)， 「キ リス トの

律法 を全 うする」(ガ ラテヤ6：2)と 言明した教会員

の明白な責任であるということです。

福音の第一原則は主イエス ・キリス トを信 じる信仰で

すが，イエス ・キリス トはわたしたちに光 と力 を与え，

わた したちがこの世での障害 を克服 し，神から授かった

選択の自由を用いて永遠の行 く末に導 く行動 を選択で き

るようにして くださいました。わた したちには次のよう
し れん

な約束が与えられています。「あなたがたの会 った試錬

で，世の常でないものはない。神 は真実である。あなた

がたを耐えられないような試錬 に会わせることはないば

かりか，試錬 と同時に，それ に耐えられるように，のが

れる道 も備えて下さるのである。」(1コ リン ト10：13)

結 論

科学的な証明と宗教上の教義の見方の違いは，車の動

きを観察 し，部品の一つ一つを分解して分析 してい く方

法 と，メーカーが作ったマニュアルを読む方法 との違い

にた とえられ ます。観察 と分析か らも多 くのことが学べ

るで しょう。 しかし，その方法か らはマシンの機能や可

能性について部分的な知識が得 られるにす ぎません。マ

シンの操作 と可能性 についての完全な知識は，メーカー

が書いたマニュアルを研究することによって明らかにな

ります。わたしたちの霊 と体 についてのマニュアルは聖

文ですgわ たしたちを創造された神によって書かれ，神

の預言者が解釈を加 えているマニュアルです。聖文は人

生の目的についての，また幸福 な生活 をし永遠の行 く末

に到達するために培わなければならない態度や思いにっ

いての最良の知識の源なのです。

この世の苦難 に悩むすべての人々は，ニーファイの詩

の嘆 きに自己を見いだします。「『おお，わた しは何 と惨

めな人間なのだろう』 と叫ぶ。 まことに，わたしの心は

わたしの肉のために苦悩 し，わたしの霊 はわたしの罪悪

のために嘆 く。

わたしは非常 にたやす くまとわ りつ く誘惑 と罪 に取 り

囲まれている。」(2ニ ーファイ4：17-18)

罪に抵抗する意志 と強 さを身に付けるには，神 を信頼

し，助 けを求めて祈 らなければな りません。ニーファイ

は苦難の間自分 を守 り導いて くださった神 に感謝 してい

ます(20節 参照)。 そして，「わたしの肉のことで， どう

して罪 に負 けてよいだ ろうか」(27節)と 問 うたニー
あがな

ファイは， 自分 を贋い，「わた しが罪の兆 しに震 えおの

の くようにして ください」(31節)と 祈 るのです。

そしてニーファイは，本稿で述べてきた問題 を抱え，

その解決 を求める人々 に直接当てはまる言葉で締め く

くっています。
「おお

，主よ，わた しはあなたを頼 ってまい りました。

これか らもとこしえに，あなたを頼ってまいります。わ

たしは肉の腕に頼 る者 はのろわれることを知っているの

で，肉の腕には頼 りません。 まことに，人 に頼 る者，す

なわち肉を自分の腕 とする者はのろわれます。

まことに，わたしは，神は求める者には惜 しみな く与

えられることを知 っています。」(34-35節)

わたしたちに完全になるようにと命じられた御方は，

血を流すことによりわたしたちが神 となる目的を達成す

る機会を与 えて くださいました。わたしたちの永遠の命

を得る能力に対する主の信頼 は，次の驚 くべき招 きの言

葉 に表れています。「あなたがたは どのような人物であ

るべきか。まことに，あなたがたに言 う。わたしのよう

でなければならない。」(3ニ ーファイ27：27)□

(本稿に関する注釈は，p.25を 参照 してください。)
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アンデ リン兄弟 とシー ソー
ロバー ト ・ショーゴ

ILLUSTRAτEDBYSCOτTGREER

ク リス テ ン とわ た しが見 つ け た の は， た だ の 古

い板 で した 。 長 さが3メ ー トル くらい ， 幅 は ち ょ

う ど座 れ る く らい だ っ た で し ょ うか 。 荒 涼 と した
やみ

土地に日が沈み始め，その板 もすでに闇に紛れよ

うとしています。でも，た とえ闇に紛れて しまっ

て も，その板 はわた したちの手作 りの遊 び場 に

ぴ ・た りの もの で した ・ もち ろん 砂 場 もあ り・'

おもちゃの トラックも少 しはありましたが，そ

の板があって初めてちゃんとした遊び場になっ

磁
府

ノ7

凋 σ
κ

ヤ

護

z 照

ノ

臥
の

㌶ 〃'

?

も

齢 牽

雅'
旗 、

劉/

霧

～ 謡 蕪 ア 隊

ク

》

ノ

閃

4

P

ノ

7

ノ 鄭

野艦

圃 γ

!7

露 観 、

ご 嗣r

り

緩
!岨癖 月

ご

♪
鳶'触

握 欄 赫 『

鯵

_膨

」

ノ

7

イ

・∠

、

」

∠ 騨凱 欝
.・濃

繍

7

ツ

た ので す 。 裏 庭 に あ っ た大 き な石 の 上 に，

そ の 古 い 板 を 載 せ る と， 立 派 な シ ー
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ん ， わ た した ち の シ ー ソー は， あ の 公 園
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ソ ー は わ た した ち専 用 の シ ー ソー で した 。

あ る 日， わ た した ち が シ ー ソー で 遊 ん で い る と， 二 人

の男 性 が や っ て 来 ま した 。 わ た し に は彼 らが 何 の 用 で来

た の か 分 か りませ ん で し た が ， 二 人 は台 所 で し ば ら く母

と話 を して い ま した 。 わ た し よ り1歳 年 上 の ク リス テ ン

の話 に よ る と， 彼 ら は教 会 の 人 だ っ た よ うで す 。 わ た し

た ち は教 会 に行 き始 めた ば か りで した 。 二 人 の う ち の 一.・

人 は若 い人 で した が ， も う一 人 は 白髪 で ， ひ げ ま で真 っ

白 で し た 。 わ た し は そ れ ま で あ ん な に 年 を 取 っ た 人 に

会 った こ とが あ り ませ ん で した 。 彼 らが 家 を出 よ う と し

た と き ， そ の 年 配 の 方 の 男 性 が わ た した ち の と こ ろ へ

や っ て来 ま した 。 そ し て ， わ た した ちが シー ソ ー で遊 ん

で い る の を じっ と眺 め て い ま した 。

「な か な か 立 派 な 板 だ ね
。 しば ら くそ の板 を貸 し て も

ら え な い だ ろ うか 。 い い 使 い道 が あ る ん だ が 。」

わ た した ち は二 人 と も， 台 所 の ドア の所 に立 っ て い る

惚甥 隻享∵ 奪隠 撃 瓢1贈 空 ∠
す る と， そ の男 性 は板 を トラ ッ ク に積 み 込 む と， 一 緒 に

来 た 人 と二 人 で 別 れ の あ い さ っ を して， 車 で 走 り去 っ て ノ

行 っ た の で す 。

「お 母 さ ん
， あ の 人 た ち ， こ ボ

こで 何 を して い た の 。」 ア
昭

N

凝

イ

く

、

、

}

ム

"

へ

ノ

＼

、 ＼

∠

〆

声

7

N

x、

ぐ

1♂

7

ノN{

＼

'

7

シド わ た し は不 満 そ う に尋 ね

ま した 。

ン〆 「あ の 人 た ち は ， わ た し た ち の ホ ー ム

テ ィー チ ャ ー な の 。 日曜 口 に 行 っ た教 会 の 人 た ち

が ， あ の二 人 を送 っ て くれ た の よ。 わ た した ち が 元 気 か

ど うか ， 二 人 で .見に来 て くれ た の。」

「ぼ く は元 気 だ よ
。 で も， 自分 の シ ー ソー が あ っ た と

きの 方 が ， も っ と元 気 だ っ た と思 う よ。」

母 は 指 で わ た しの 髪 をか き.ヒげ る と， こ う言 い ま し

た 。 「分 か っ て るわ 。 も う す ぐ夕 食 よ。 さ あ ， 巾 に

入 っ て手 を 洗 っ て 。」

.普通 の 子 供 な ら
， 自 分 の 大 好 き な お もち ゃ を

だ れ か に取 ら れ た ら大 騒 ぎ を す る と こ ろ で

し ょ うが ， わ た した ち の場 合 ， 母 親 に言 わ

れ た らそ れ が す べ て だ っ た の で す 。

そ の 晩 ， 母 か らあ の 老 人 は 「ア ン デ

リン.兄弟」 と い う名 前 の人 だ と教 わ

り ま した。 まだ4歳 だ っ た わ た しの

[に は ， なか な か 発 音 し に くい名

削 で した 。 母 の 話 で は ， ア ンデ

リ ン兄 弟 は 町 の反 対 側 に住 ん

で い て ， また 訪 ね て 来 て く

れ る と い う こ とで した 。

数[後 ， わ た しが 玄 関

7

先 に 出 て い る と， ア ン デ リ ン兄 弟 の トラ ッ クが ガ タ ガ タ

と音 を立 て なが らや っ て来 ま し た。

「や あ
， ボ ビー 。 この 前 君 た ち か ら借 りて行 っ た 板 で ，

どん な もの を作 っ て 来 た か ， 見 た い だ ろ う。」 ア ン デ リ

ン.兄弟 は トラ ック を降 りな が ら， そ う言 うの で す。

わ た し は彼 の後 ろ に つ い て走 りだ す と， トラ ッ クの 後

ろ ま で 行 っ て み ま した 。 彼 が'下 ろ した 板 を見 る と， 緑 色

のペ ンキ が 塗 っ て あ り， し か も， 両 側 に は座 席 と手 す り

ま で付 い て い るで は あ りませ ん か 。 真 ん 中 に は， 表 側 に

も裏 側 に も， 鉄 製 の リ ン グが 付 け られ て い ます 。 そ の う

え ， トラ ック の 荷 台 に は大 き な 木 製 の ピ ラ ミ ッ ド型 の箱

が あ り， そ れ も板 と 同 じ色 に塗 っ て あ っ た の で す 。

「お 姉 ち ゃ ん も い る か い
。」 ア ン デ リ ン兄 弟 が 尋 ね ま し

た 。 「庭 に 備 え 付 け て お くか ら， お 姉 ち ゃ ん を呼 ん で お

い で 。」

わ た し は急 い で 台 所 へ 戻 り， 廊 下 を駆 け抜 け ま した。

「お姉 ち ゃ ん 」 と息 せ き切 っ て 叫 ん で
， こ う言 い ま した 。

「ア ン デ リン兄 弟 が あ の 板 を持 っ て 来 て くれ た よ。 で も

ね ， で もね ， え 一 と， とに か く来 て ご らん よ。」
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ク リス テ ン とわ た しが 走 って 外 へ 出 る と， 母 も出 て 来

ま した 。 ア ン デ リ ン兄 弟 は ， 箱 の上 に あ の板 を設 置 し終

え た と こ ろで した 。

「本 物 の シ ー ソ ー だ わ
。」 ク リス テ ンが わ た し に さ さや

き ま し た 。 「こ れ ， わ た した ち の た め に作 っ て くれ た の

か し ら。」

「分 か ん な い よ
。 お 姉 ち ゃ ん ， 聞 い て み た ら。」

「あ な た が 聞 い て み な さ い よ
。」

わ た し は ア ンデ リン兄 弟 に少 し近 づ い て ， こ う尋 ね ま

した 。 「ね え， ア ン デ リ ン兄 弟 。 この シ ー ソ ー ， ぼ くた

ち の た め に作 って くれ た の 。 ほ ん と うに ぼ くた ち の もの

な の 。」

ア ン デ リ ン兄 弟 が 答 え ま した 。 「こ の板 は 君 た ち の も

の だ ろ う。 そ れ に， この じ い さ んが シ ー ソ ー で ど うや っ

て 遊 ぶ ん だ い 。、わ し の 子 供 た ち は， み ん な も う大 き く

な っ て お る し な。」

ク リス テ ン とわ た し は新 しい シ ー ソー に乗 っ て み ま し

た 。 前 の もの とは全 然 違 い ます 。 上 が って 行 く とき に は ，

ま るで 地 面 か ら空 中 へ 放 り上 げ られ る よ う な気 分 で す。

わ た した ち が 遊 ん で い る間 中 ， ア ンデ リン兄 弟 は笑 っ て

い ま した 。 あ の長 く白 い ひ げの 奥 に 見 え る歯 で ， 笑 っ て

い る こ とが 分 か っ た の で す 。

以 来 ， ア ン デ リ・ン兄 弟 が 訪 ね て来 る と き に は， ク リス

テ ン もわ た し も外 で 遊 ん で い る よ うな こ と はあ り ませ ん

でした。わた したちも家の中に入 って，アンデリン兄弟

の話に耳を傾けました。彼 は，ユタで育った少年時代の ・

話や開拓者だった彼のおじいさんの話，そしてわたした

ちが通い始めた新 しい教会のことな どを話 してくれた も

のでした。

それか ら何年かたち，アンデリン兄弟 は亡 くな りまし

た。ある年の12月 の寒い朝のことです。わた したち祭司

定員会 は，ワー ドの境界近 くにある小 さな家を訪ねて行

きました。郵便受 けには，『アンデリン』 と書かれてい

ます。 ドアの所 には， 白髪 も薄 くなりかけた小柄 な老婦
つえ

人が温かいほほえみを浮かべなが ら，杖 をついて立って

いました。

定員会のア ドバイザーがわたしたちの ことをアンデリ

ン姉妹に紹介 しました。わたしたちは持って来た小さな

クリスマスツ リー をプレゼントとして差し出しました。

姉妹はわたしたちに話 しかけなが ら，わた したちの名前

を一生懸命 に覚えようとして くれ ました。アンデリン姉

妹 は，何年間 も教会 に来 ることができずにいたのです。

でも，わたしたちの顔 をなかなか覚 えられなかった姉妹

も，わたしたちの家族のことは知っていました。
「お母 さんはどうしてるの」 と姉妹が尋ね ました。

「元気です」 とわたしはいつ ものように答えました。

「主人 は昔，あなたたちが教会 に入 りたてのころ，あ

なたたちのホームティーチャーだったのよ。そのころの

こと覚 えてるP」

わたしは 「覚 えています」 と答 え，あの板 とシーソー

の話をしました。すると，姉妹は自分の両手をしっか り

と握 り締 めて， まるで心の中にその ときの話を何 もか も

思い出そうとするかのように，わたしにほほえみかけて

きました。「あの人は，いつ もそんなふ うに，人のため

に善いことをしていたのよ。だからあ なたも」 と言って，

わたしの手を取ると，「教わった とお り，人に対 して善

いことをするのよ。わたしが今 こうして何 とか生きてい

けるのも，あの人が このワー ド中の人たちに愛 を示し続

けて くれたおかげなの。その愛が巡 り巡 って，今になっ

てわたしのところへ返って来ているのよ」 と言 うので し

た。

わたしはアンデリン兄弟が，主のお命 じになった とお

りに，夫に先立たれた女性や父親のない子供の世話をし

ていた ことを知 りました。 しかし，それ以上に，アンデ

リン兄弟は 「与える」精神で人 に接 し続け，その精神 は

彼が亡 くなっても，またあのシー ソーが古 くなっても，

決 して朽ちることはなかったのです。

アンデリン兄弟の初 めての訪問以来，わたしは教会 に
あかし

ついて多 くを学び始め，福音 に対する証 も強めて きまし

た。その証 は，一人の白髪の老人が古い板を持 ち帰って

シー ソーを作って くれた 日に芽生 えたのです。□
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家庭訪問メッセージ

「わたしのようでなければならない」

藝
蕾萎

藝

妻

崔

妻

蓄護

箋

「あなたがたはどのような人物である

べきか。まことに，あなたがたに言う。

わたしのようでなければならない。」

(3ニ ーファイ27=27)

救
い主 は二 つ の最 も大切 な戒 め を

教 え られ ま した 。一 つ は，神 を

愛 す る こ とで あ り， もう一 つ は 「自分

を愛 す る よう にあ な た の隣 り人 を愛 」

す る こ とです 。 そ して， 「これ らの 二

つの い ま しめに，律 法 全体 と預 言者 と

が ， か か って い る」 と言 わ れ ま した

(マタイ22：37-40)。 使徒 パ ウ ロは こ

う述 べ て ま す 。 どの 戒 め も， 「結 局

『自分 を愛 す るよ うにあ なた の隣 り人

を愛せ よ』 とい うこの言葉 に帰 す る。

愛 は隣 り人 に害 を加 える こ とはな い。

だか ら，愛 は律 法 を完 成 す る もので あ

る。」(ロ ー マ13：9-10)

救 い主 は どの ように人 を愛 すべ きか

を示 され ました。 また，天 父 の計 画 を

すべ て受 け入 れ， 従順 と犠 牲 を通 して

そ れ を成 就 さ れ ま した(モ ー セ4：

2;教 義 と聖 約19：16-19参 照)。 主

の行 い の動機 は， いつ も愛 で した。 地

上 で生活 された 間， 主 は障害 を持 つ 人
いや

を癒 し， 霊 的 に飢 え渇 いた人 を教 え ら

れ ました(マ タイ8：14-20;9：35

-38参 照)
。 人 々 か ら愛 さ れて いな い

人 を愛 し(ヨ ハ ネ8：1-11参 照)，

身分 や社 会 的地 位 にか かわ りな く人 を

祝福 され ま した(ヨ ハ ネ4：46-53;

ル カ17：11-19参 照)。 粗 末 な馬 小 屋

での誕 生 か らゲ ツセマ ネ とゴル ゴダで

の孤 独 な苦 悩 に至 るまで， 主 は御 自分

が教 え られた とお りの愛 に満 ちた生 活

を送 られ ました。

何世 紀 も後，・主 は天 父 とと もにジ ョ}

セ ブ ・ス ミス に現 れ，御 自身 の教会 を

回復されました。琴旨，主は愛を威

擁

て 主の教 会 を導 き， 「〔御 〕父 が持 って

お られ るす べ て 」(教 義 と聖 約84：

38)を ，従 う者 た ちが受 け られ る よ う

に導 いて お られ ます。 わた した ち のた

め に模範 を示 して くだ さ った のです 。

主 に対 す る信仰 を通 して， わた した ち

は主が 人 々 を愛 された ように愛 す る こ

とを学 び， わ た した ち 自身 の生活 の中

に律 法 を完 成 す る こ とが で きるの です。

愛 す る こ と を学 ぶ につ れ て ，

イエ ス ・キ リス トの よ うに な れ る

周 りの人 々 を愛 す る よ うにな るにつ

れ， わた した ち は救 い主 の よ うになれ

ます。 主 と聖 約 した よ うに，心 を ささ

げ， 「悲 しむ者 と と もに悲 しみ， 慰 め

の 要 る者 を慰 め る 」(モ ー サ ヤ18：

9)の です。

先 ごろ， テ キサ ス州 ヒュー ス トンの

あ る支部 で， キ リス トの ような愛 が示

され ました。 あ る婦人 が夫 を亡 くして，

泣 いて ばか りい ました。 だれ も彼 女 を

慰 め られ ません で した。 そ んな とき，

一人 の友 人 が訪 れ
，彼 女 の髪 を とか し

て あ げ， 惜 しみ な く愛 を示 しま した。

この ささや か な思い や りの行為 に よ り，

夫 に先 立 た れ た姉 妹 の や む こ との な

か った泣 き声が 静 ま り， 慰 めが与 え ら

れ たの です 。彼 女 は落 ち着 きを取 り戻

し， 家 の掃 除 を しに来 た り，食 べ物 を

持 って 来 て くれ た りした姉妹 た ち と言

葉 を交 わせ るよ うにな りま した。 友入

の愛 に満 ちた心 に触 れ て平安 を見 い だ

し， その後 穏や か な気持 ちで ほかの姉

妹 た ちの愛 情 の こ もった奉 仕 に感 謝 し

たの です。

キリス トの純粋な愛は
たまもの

天父からの賜物

わ た した ちの愛 が増 す につ れて， 神

か らの賜物 としてわ た した ちの愛 す る

能 力 も増 します。 モ ルモ ンは この よう

に勧 告 して い ます 。 「あ なた が た は，

御 父 が御 子 イエ ス ・キ リス トに真 に従

う者 すべ て に授 け られた この愛 で満 た

され るよ うに… … また，御 子 が御 自身

を現 され る ときに… …御子 に似 た者 と

なれ るよ うに… …熱意 を込 めて御 父 に

祈 りなさい 。」(モ ロナ イ7：48， 下線

付加)

わた した ちが 主 の模 範 に従 う信仰 を

記持 つ な ら， 天父 か ら力 を増 し加 え られ

雛て， いっ そ う完 全 に， また純 粋 に人 々
窪、を愛 す るよ うに な り

， もっ と救 い主 に

転近 い者 となれ るで し ょう。

●だれ か を助 け よ うとす る と き， 何

を した らい ちば んよ いか知 る には ど う

した らよいで し ょうか 。

●自分 の生 活 の 中で， どの よ うに し

て救 い主 の愛 を知 り ましたか。 □
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相手の心の内側に目を向けれ ば，その人の

ことがもっとよ く分か ってきます。たとえ

目が不自由であってもです。

夜
のニュースで恐 ろしい場面を目にした友人 に，
「君は目が見えな くてよかったね」 と言われるこ

とがあ ります。その後す ぐ，彼 らはわたしを傷つけたの

ではと心配 して，決 まって謝ってきます。しかし，友人

の言うとおりだ と思 うこともあ ります。 目が見えない と

いうことにも，利点が幾つかあるのです。

大 きな利点の一つとして，決して外見で人を判断でき

ないことが挙 げられ ます。聖文 には，人 は顔かたちや背

丈，体つ きを重要視するが，神 にとっては何 もので もな

い という鋭い指摘が記 されています。「人 は外の顔かた

ちを見，主 は心を見 る」のです(サ ムエル上16：7)。

まだ糖尿病で視力 を失う前の目が見 えていたころの話

ですが，わたしは外見で人を判断す ることに罪悪感を抱

いてい ました。特に，中学校時代の女子 コーラスの先生

のことを思い出 します。その先生は， これほど不器量な

人はいない と思 うくらい不器量な人で，着ている服はい

っ も地味でした。 コーラスの指揮をするときもび くびく

した様子でした し，人 を引きつける魅力を何 も持 ち合わ

せていないような内気な女性でした。恥ずか しいことで

すが，わたしたち女生徒はその先生のいないところで，

彼女に対する失礼な言葉や残酷な冗談 をた くさん口にし

た ものです。

学年末の近づいたある日，友人の何人かが， 自分たち

のほん とうの気持ちを書いた無記名のメモを彼女の机の

上に置いた らおもしろいのでは と考えました。そして，

あろうことか，この愚劣な仕事 をする役 にわたしが選ば

れてしまったのです。しか し， このメモを置 こうとだれ

もいない部屋 に入ったものの，わた しには実行できませ
み たま

んで した。そのかわ りに，今か ら考 える と御霊 の導 き

だった と思 うのですが，コーラスを一生懸命指導して く

れ ることに感謝し，自分は歌 うのが楽 しいと書いたメモ

を急いで書 きました。

ちょうどそのメモを机の上に置いたとき，当の先生が

部屋 に入って来 ました。わたしは，その場に凍ったよう

に立ち尽 くしました。彼女は机の方に歩いて行 き，メモ

を取 って読みました。見ていると，驚いた ことに彼女の
ほお

目に涙がにじみ，やがて とめどなく頬 を伝ったのです。

彼女はそのメモをしっか りと胸に抱 き締 めると，「あり

が とう」 と静かに言いました。

彼女の目を見たその ときに初 めて，わた しは彼女の姿

をあ りのままに見 ました。彼女の心の奥底を直接目にし，

即座 に彼女の孤独やつ らさ，優 しい性格 を感 じ取ったの

です。その瞬間か ら， この先生が大好 きになりました。

わたしがそれまで好 きだったほかの先生たちに感 じてい

た どんな思い よりもはるかに力強 い愛 を感 じるように

なったのです。主は，主の御覧になるように，彼女の心

を見させて くださったのです。□
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み の連 続 です か ら， 時 に気 持 ちが 沈 ん

で し ま うこ とはだれ に で もあ り ます。

ただ ，聞 く度 に憂 うつ にな った り，欲

求 不満 にな った り，怒 りを感 じた りす

るよ うな音 楽 は健 全 な もの とは言 え ま

せ ん。入 を高 め る音 楽 とい うの は， 自

分 の置 か れ た状 況 を， 「輝 か し く」希

望 に満 ちた もの と して見 る よう励 ま し

て くれ るはずで す。 一 方，人 を堕 落 さ

せ る音 楽 に は， 「暗 い 」 憂 うつ な気 持

ちが付 き物 です 。

■そ の歌 の歌 詞 は， 家族 や友 人 に何

の 違和 感も な く話せ る 内容 で し ょうか 。

その歌 を自分 の尊敬 す る人 ，例 えば，

セ ミナ リーの教 師 ，母 親， ある いは監

督 と一 緒 に聞 い て も違 和感 はあ りませ

んか。

■ 演奏 して いる グル ー プ は自分 と同

じ標準 を奨 励 してい るで しょうか 。 そ

の グ ル ー プの 名 前 ， ア ル バ ム の ジ ャ

ケ ッ ト， ビデオ， ス テ ー ジでの評 判 ，

衣 装 は どうです か。彼 らの 主張 に感 銘

を覚 えます か。 その グ ルー プの音 楽 を

聴 くと， どの よ うな態度 にな った り，

想像 を した りす るで し ょうか。 そ の音

楽 は 自分 の 周囲 の人 々 に どの よ うな影

響 を与 え てい ます か。 その音 楽 はキ リ

ス トの教 え に反 す る思 いや行 い，感 情

を助 長 しませ んか。

音楽の好みを変える

自分の聴 く音楽の標準を変えようと

決心 した人のために，移行期間をス
ひ けつ

ムー ズ にす る秘 訣 を紹 介 しま し ょう。

■ 質 の 高 い音 楽 だ け;を聞 く。 「自分

の集 めた音 楽 を じっ くり見直 してみ て

は いかが で し ょうか 」 と十 二使 徒 定員

会 の ボイ ド ・K・ パ ッカー長 老 は勧 め

て い ます 。 「そ して ， 最良 の もの だ け

を残 す ので す。 自分 が吸 収す る もの，

生 み出 す もの に関 し，選 択眼 を持 つ よ

う.心が けて くだ さい。 こう して え りす

ぐった 音 楽 は あ な た の一 部 とな るで

し ょ う。」.(Ensign『 エ ンサ イ ン』1974

年1月 号，p.27)

■ 自分の標 準 を守 る。 いった ん標 準

を設定 した ら， その標準 と相 いれ ない

音 楽 は， ほん あ少 しであ って も，大 目

に見 ない で くだ さい。 キ ンボ ール大 管

長 は こ う述 べ てい ます。 「罪 の な いふ

さわ しい状 態 に自分 を保 つ には，積 極

的 に， しか もはっ き り と悪 の領 域 か ら

遠 ざか 〔る〕 よ うに しな けれ ば な らな
ゆる

い こ とは明 らかで あ る。」(『赦 しの奇

跡 』p.241)

■音楽 につ いて両 親 と話 し合 う。 も

し両 親 が あなた の聴 く音 楽 の こ とで 心

配 す る ようで あれ ば， 自分 の音楽 の標

準 につ い て両 親 と話 して みる こ とで す。

両親 は 自分 た ちの聴 く音 楽 に対 して ど

の ような評価 の仕 方 を してい るのか ，

意 見 を求 めて くだ さい 。 そ してお互 い

の標 準 につい て同意 で きる点 を見 つ け

る よ うに して くだ さい。両親 の聴 く音

楽 に耳 を傾 けて み る とと もに， 自分 の

聴 く音 楽 も聴 い て くれ るよ う勧 めて み

て くだ さい。
み たま

■御 霊 を求 める 。悪 い もの を取 り除

けば，次 は良 い もの だ けで 自分 の コレ

ク シ ョ ンをい っぱ いにす る ことです。

聖文 を読 み， 祈 る ことで 御霊 を求 めて

くだ さい。 そ して，御 霊 をさ らに もた

らす音楽 を聴 き ま しょ う。
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■選 択の 幅;を広 げる 。 もし， 良 い音

楽 を普 段聴 く音楽 の 中 に見 い だせ ない

ので あれ ば， 新 た な分 野 の音楽 も試 し

て みて くだ さい。 ジャズ か らレゲ エ，

クラ シ ックに至 る まで， あ らゆ る ジャ

ンルの音 楽 の中 か ら良 い音 楽 を見 いだ

す ことです。 い ろい ろな音 楽 に接 す る

こ とで， あなた の音 楽 の好 み も もっ と

変化 に富ん だ もの にな る はずで す。

■節 度の ある 音量 で聴 く。 コ ンサ ー

トの後 で， 耳鳴 りが した り， 小 さな音

を聞 き取 るの に苦労 した りす る こ とは

ない で し ょうか 。 もしそ うだ とす れば，

聴 力障 害 を起 こして い る可能 性 が あ り

ます 。100デ シベ ル 以 上 の騒 音 は，音

を神経 に伝 え る， 内耳 の繊 毛 を平 た く

します。 この繊 毛 は普 通 な らや が て正

常 な状 態 に戻 るので すが， 何度 も大 き

な音 に触 れ てい る と平 た くなった まま

永久 に戻 らな くな って し まう こ とが あ

るの で す。 ロ ック コ ンサ ー トの場 合 は，

120デ シベ ル の音 を出す こ とが 多 い の

です が ，ス テ レオ のヘ ッ ドホ ンは もっ

と高 い デ シベル の音 が 出 ます。 これ は，

消火 ホー スの ノズル を耳 の 中 に押 し込

んで スイ ッチ を入 れ る ような もので す。

音楽 のボ リューム を下 げ， コンサー ト

の と きには耳栓 を使 う よ うに して くだ

さい。

■祝 福 は，適 切 な音 楽を 選ぶ ことに

よ っても た らされ ます 。主 も この よう

に お っ し ゃっ てい ます 。 「わ た しは心

の歌 を喜 ぶ か らで あ る。 まこ とに， 義

人 の歌 はわ た しへの祈 りで あ る。 それ
こうべ

に対 す る答 え として ，彼 らの頭 に祝 福

が 注 が れ るで あ ろ う。」(教 義 と聖 約

25：12)□









や み

闇 と 月

フランク ・アウトセル ト

1969年1月10日 ，人 生 の転機iは不意

に訪 れ ま した。

生 活 を変 え よ うなん て まった く思 っ

て い ませ んで した。 わ た しは活発 な教

会員 で は な く，酒 もた ば こ も大好 きで

'謡
・馨

の トラッ クの荷 台 に乗 せ る と， 病 院へ

急 いで くれ ました。足 か らは大 量 に出

血 して い ます。一 緒 に荷 台 に乗 り込 ん

だ人 が ，止血 のた め傷 口付近 を強 く押

さえ て くれ て い ま した。

病 院 へ 向か う途 中， で こぼ こ した踏

切 に差 しかか った とき， この付 き添 い

の男性 が地 面 に投 げ 出 され て し まい ま

した。 彼 が も う一 度体 勢 を整 え， わた

しの体 を支 え られ る ように なった ころ

には， 「きっ と助 か らない だ ろ う」 と

二人 と も感 じて い ま した 。意識 は しっ

か りしてい る ものの ，体 が極 度 に冷 え
やみ

て きます。 闇が 迫 って来 るの を感 じ，

実 際， 目の前が 真 っ暗 に な りま した 。

とて も恐 ろ し くな りま した 。

「わ た しは この ま ま死 ぬ んだ。」 そ う

悟 りました。妻 と子 供 た ちの ことを考

え ま した 。 「今 ，死 ぬ わ け には いか な

い。 や り残 した ことが多 す ぎ る。」

次 の瞬 間， もし命 を助 けて もら える

な ら，悔 い改 めて人生 をや り直 そ う と

決心 し ました。 そ う決心 す るや いなや ，

あ ん.なに冷 たか った体 が 温か くな って

き ました。 闇 は去 り， わた

し はう と うと と眠 りに就

灘 搬
灘繊 難

き ま した。 後 で聞 い たの ですが ，手術

中 に何 度 か死 にか けたの だそ うで す。

しか し， 医師 た ち はわた しの命 も足 も

救 って くれ ま した。

その晩 ， 目 を覚 ま した わた しは，輝

く月 を窓 か ら眺 め ま した 。や り直 す機

会 を与 えられた こ とを思 う と，涙 が こ

ぼれ ま した。ぜ ひ とも祈 りを ささ げた

い とい う気持 ち にな りました。 こんな

ふ うに感 じた の は初 めてで す。 ひ ざ ま

ず くこ とはで きませ んで したが ，天 父

に思 いの すべ て を注 ぎ出 し ま した。 与

え て くだ さった ものす べ て と， 天 父の
あわ

忍耐 と憐 れ み に対 して感謝 を ささげた

の です。

以 来， 優 しい妻 とす ぼ らしい監 督 の

お か げで， 自分 にで きる とは想像 も し

て い なか った ほ どの変化 を遂 げ る こと

が で き ま した。 退 院 してか らは，家族

とと もに教 会 に集 い ま した 。聖 文 を学

び，教 会 の ほか の書籍 も読 み ま した。

祭司 に召 され， やが て長 老 に召 され

ました。 そ して つい に は家 族 で神殿 に

行 き， この世 か ら永遠 にわた っ て結 び

固 め られた ので す。
がん

祝 福 は まだ続 きま した。溝 ， リュー

マ チ熱 をは じめ，幾 つ もの病 と闘 って

きた 妻 の具 合 が ， 何 年 ぶ りか に よ く

なっ たの です。 わ た し も人 生 の大半 を

聴 力 の減退 に悩 ま され て い ました が，

断食 と祈 りを重 ねた後 ，手 術 を受 け，

聴 力 をほぼ完 全 に回復 す る ことが で き
.ました

。

人 生 のす べて が以 前 よ り平和 で，楽

し く，有 意義 な もの にな りました。学

んで成長 す れ ばす る ほ ど，人 生最 大 の

幸運 とも言 える あの事故 に遭 わ せて く

だ さった神 に対 し， 感 謝 の祈 りをさ さ

げ る ように なっ てい ます。 □
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段 と増 しました。確かに主はわた しの能力を最大限にま

で伸ばして くださいました。そ して，主の助 けがあれば，

主の望 まれることを何で も成 し遂げられると思いました。

姉妹たちの家を訪問し始めると，彼女たちを愛する気持

ちもだんだん大 きくなっていきました。

老齢で虚弱な姉妹のそばに座 り，彼女たちの直面する

チャレンジについて耳 を傾 けながら，わたしは忍耐 を学

びました。80歳 を超えたある姉妹 は涙を流しながら， も

う編み物や木彫 りをす る気にもなれない と語 りました。

体中が痛 くて，長 く悲 しい 日々を過 ごしていると言 うの

です。

1年 後，わたしは病院のベ ッドに横たわ る彼女のやつ

れた手を握 り，やせた腕をさすっていました。苦 しそう
みこころ

に息をする姿を見 なが ら，「もし御心な らば，彼女 を恐

ろしい苦 しみか ら解放 して ください」 と天父に嘆願 しま
がん

した。癌が彼女の体 をむしばんでい く中， ワー ドの姉妹

たちは，彼女に皆の愛を感 じてもらえるよう努めました。

だれもが，彼女 に平安 を得てほしい と切 に願ったのです。

2日 後，彼女 は息を引き取 りました。わた したちは皆，
一緒 に泣きました。そして， この世の煩いか ら解 き放た

れて新たな人生を歩み始めた彼女の喜びを思い描 くこと

ができました。

最後の晩，彼女の傍 らに座 っていた とき，肉体的に大

変な状態にあ りながらも，彼女の人生 にはまだ目的があ

る， とわたしは確信 しました。彼女個人にとってだけで

な く，わたしたちにとっても目的があったのです。助 け

を必要 としている人がいればこそ，わた したちは自分の

時間 と愛 をささげる大切 さを学べ るのです。

わたしたちのワー ドには， もう自分の目で見ることが

できず，ほかの人 に読んで もらつた り知 らせてもらった

りしな くてはならない姉妹たちがいます。聴力が衰え，

日曜 日の集会でレッスンや話 を聞いてもよく分からない

姉妹 もいます。それで も，彼女たちの多 くは出席 を続け，

集会所の中で見いだされるフェローシップや愛 を求めて

やって来ます。 ・

わたしは自分の時間を人のために費やしても，それを

犠牲 とは感 じな くなりまレた。土曜 日の朝を迎 えると，

たいてい，気分は重 く，一 日休暇を取 り，家にいて， 自

分自身の悩み事や煩い事に埋没で きた らどんなにいいだ

ろうと思った ものでした。時には，心の重みに耐えかね

ることもあ りました。けれども， どんな場合 にも，だれ

か困っている人のいる病院や家を訪ねると，自身の心配

事 は消え去 り，平安 な気持ちを取 り戻せ ました。 こうし

て，ほかの人に手 を差 し伸べるときに，主がわたしたち

に大 きな祝福 を与 えて くださることを，再 び思い起 こし

たのです。

ワー ドの姉妹たちの中に感 じられる一致はすばらしい

ものです。経歴や関心，文化の違 いを越 えて，わた した

ちは互いに対する愛で結ばれ るのです。

ほかの人の必要を満たそうと努力するときに霊感を受

けられた ことにも感謝しています。そのような ときには，

いろいろな考 えが浮かんできます。そして，その考えを

実行 しようとして導きを祈 り求めると，さらに多 くの光
けんそん

と知識が与 えられるのです。それはとても謙遜にさせ ら

れる経験です。わたし自身が霊的に高められ，満たされ

るのを感 じます。

扶助協会会長 として得た最 も大 きな経験 は，それ以前

たは感 じた ことのないほ ど愛の気持ちが強 くなった こと

です。主が人を愛し思いやる力 を増 し加 えて くださった

のでしょう。 この気持ちはその後 もずっ と続いています。

これほど一生懸命働 き， これほど大 きな喜びを得た召 し

はほかにあ りませんでした。扶助協会 はわた しの人生 を

変 えたのです。□

聖徒の道/1996年3月 号









チ ャ ー チ ニ ュ ー ズ

メキシコで2番 目の神殿,

計画される

管長 会 は メキ シ コのモ ンテ レー

大 に神 殿 を建設 す る計 画 を発表 し

た。

この新 しい神 殿 は,49ス テ ー ク,20

地 方部 に住 む,お よそ20万 人 の会 員 に

貢 献 す る。 これ に よ り,同 神殿 とメキ

シコシ テ ィー神 殿(1983年,奉 献)は

あわ せ てメ キ シ コの70万 人 以上 の末 日

聖徒 の用 に供 す るこ とにな る。

新 た な神殿 は,計 画完 了後2年 で竣

工す る予 定 で あ る。

現在 教 会 に は,稼 働 中の神殿 が世界

中 に47あ り,さ らに15の 神殿 が計 画 中

また は建 設 中で あ る。 □

モンソン副管長,フ ァウスト副管長,視 察 団を案 内する

カトリック教会幹部,当 教会の人道的救援活動の拠点を訪問

チ ャーチ ニ ューズ 編集 補佐

ゲ リー･ア バ ン ト

月29日,大 管 長 会 の ト ー マ ス･

n S･モ ン ソ ン副 管長 とジ ェー ム

ズ･E･フ ァ ウ ス ト副 管 長 は,ユ タ州

在住 の カ トリ ック教 会幹 部 を デゼ レ ト

産業 分類 セ ンター お よび ウェル フ ェア

ス ク ウ ェア に案 内 した。

トー マス･S･モ ンソ ン第 一 副 管 長

とジェー ム ズ･E･フ ァウス ト第 二 副

管長 は,カ トリック教会 幹 部が 当教 会

の福 祉 関連施 設 に関 心 を寄 せ てい る こ

とを知 り,視 察 に招 待 した。教 会 の人

道 的救援 活 動 の拠 点 を訪 問 したの は,

ソル トレー ク･カ ト リ ック 司 教 区の

ジ ョー ジ･H･ニ ー ダ ロー アー 司教,

ソル トレー ク･マ ドレー ヌ大 聖堂 の フ

ラ ンシス･マ ニオ ン司教,ユ タ州 サ ン

デー の聖 トマ ス･モ ア小教 区 のテ レ ン

ス･ム ー ア神 父,ユ タ州 カ トリック地

域 慈善 事業 部理 事 を務 め る聖十 字架 修

道院 の シス ター･マ ー ゴ･ケ イ ンで あ

る。

当教会 を代 表 した の は,七 十 人 で あ

り,ユ タ北地 域 会長 会会 長 の ア レクサ

ンダ ー･B･モ リソ ン長 老,教 会 福 祉

事業 部 の キ ー ス･B･マ クマ リ ン部 長

(現管 理 監 督 会第 二 副 監 督),教 会 人

道的 救援 活 動事 業部 の ア イザ ック･ア

イ ク･フ ァー ガ ソン部長 で あ る。

モ ン ソン副管 長 は,視 察 終了 後,次

の よ う に 述 べ た 。｢こ れ ま で ソ ル ト

レー ク･シ テ ィー で は,様 々 な団体 が

人道 的 援助 とい う共 通 の 目的 のた め に

力 を合 わせ,多 大 な成 果 を挙 げて きま

した。｣

視 察 団 は まず,ソ ル トレー ク･シ

テ ィー のべ ネ ッ ト通 り南1665番 地 に あ

る分 類 セ ン ター を訪 れ た。 セ ン ターで

は,ロ イ ド･ペ ン デル トン所 長 と医

療･教 育部 の ロナ ル ド･V･キ ャンベ

ル部 長 が一 行 を案 内 した。 この施設 は

1991年 に,余 剰 中古 衣 料 品,教 育用 品,

医療 品 を全 世界 の人 道 的救 援活 動 に役

立 て る 目的で 設立 され た。 同 セ ンタ ー

で は,余 剰 品 を再 利用 し配給 す る と同

時 に,言 語 お よび職業 技術 面 で援助 を

必 要 とす る人 々 に訓練 を施 し,安 定 し

た職 を得 られ るよ うに してい る。

1995年 の現 時点 で,分 類 セ ンター に

は約1万 トン分 の衣 料 品が 届 け られ た。

これ は2,000万 人以 上 に行 き渡 る量 で

あ る。 これ らの衣料 品 は合 衆 国 内 をは

じめ,53か 国 に送 られ た。 また45か 国

に 医療 用 品,教 育 用 品 が105回 に分 け

て送 られ た。

分 類 セ ンター 視 察 後,一 行 は西743

番 地,南700番 地 の ウ ェル フ ェア ス ク

ウ ェア を訪 れ,ケ ビ ン･ニ ール部 長 か

ら歓 迎 を受 けた 。 モ ン ソ ン副 管 長,

フ ァウス ト副 管長 お よびカ トリ ック教

会 か らの視 察 団 は,施 設 の乳 製 品部 で

チー ズや 粉乳 が包 装 され る様 子 を視察

した。 また 一 行 は ウ ェル フ ェ ア ス ク

ウ ェア 内に あ るデゼ レ ト産業 の店 舗,

お よび監 督 の要請 に よ り必要 な人 に食

料 品 を送 る監 督 の倉庫 を訪 問 した。監

聖 徒の道/1996年3月 号
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チ ャ ー チ ニ ュ ー ズ

BYUプ ロジェクト,死海写本研究を援助

ユタ州プロボ発

コ
リガム･ヤ ング大学(BYU)の

ブ 研究者た砿 死繍 に関す

る調 査 に貢献 し,写 本 の内容 を全世 界

の人 々 が入手 し理解 で きる よう尽 力 し

てい る こ とで注 目を集 め,称 賛 を受 け

てい る。以 下 の よ うに多岐 にわ た る貢

献 を して い る。

1.ブ リガ ム･ヤ ング大 学 と同大 学

内の｢古 代 調 査 とモ ルモ ン研 究協 会｣

(FARMS)は 最 近,ブ リガ ム･ヤ ン

グ大学 エル サ レム セ ンター で開 か れた

ユダ ヤ砂 漠 写本 会議 にお いて,死 海 写

本 のC琢ROMデ ー タ ベ ー ス を試 作 段

階 なが ら発 表 した 。 この発 表 は｢エ ル

サ レム死 海 写本 協会｣と 共 同 で行 われ

た もので あ る。 会 議で は この ほか,死

海 写本研 究 の著 名 な学 者 た ちの研 究論

文 が発 表 され た。 エル サ レム死 海 写本

プ ロ ジ ェ ク トを指 揮 す るエ マ ニ ュエ

ル･ト フ,昨 年 か ら死海 写 本 の翻訳 に

携 わ って きたブ リガ ム･ヤ ング大 学 の

ダ ナ･M･パ イ ク教 授,デ ビ ッ ド･

R･シ ー リー教授,ド ナル ド･W･パ

リー助 教授 らの研 究発 表 で あ る。

｢会 議 に出 席 した研 究 者 たち は
,わ

た した ちの尽力 に対 して大 変好 意 的 で

した｣と,パ リー兄弟 は語 る。彼 は今

回の会 議 で,ス テ ィー ブ ン･W･ブ ー

ラ スの助 けを受 けて デー タベ ー ス を発

表 した。 ス テ ィー ブン･W･ブ ーラス

は,ブ リガ ム･ヤ ング大学 に本 部 を置

く非 営利教 育機 関 で あ り古代 聖文 研究

に取 り組 むFARMSで,特 別 プ ロ ジェ

ク トの デ ィレ クター を務 め てい る。パ

リー兄 弟 は続 けて｢彼 らは,以 前 は山

の よ うな写本 と格 闘 す る しかな か った

資料 が手軽 に入手 で きる よ うにな る と

大変 喜 んで い ま した｣と 語 った。

死 海 写 本 デ ー タ ベ ー ス は,ブ リガ

ム･ヤ ング大学 とFARMSが1993年 か

ら取 り組 ん で きた もの で,1年 以 内 に,

研 究者 だ けで な く一 般 に も公 開 した い

としてい る。 これ が可能 にな れ ば,使

用 者 は 写本 や 写 本 断 片 の グ ラ フ ィ ッ

ク･イ メー ジ を端末 画面 に表示 し,同

時 にヘ ブライ語 の 内容 とその訳 文 を参

照 した り,写 本 の文 字 を拡 大 した りで

き るよ うに な る。 また,写 本 や写本 断

片 に描 か れた何 百,何 千 とい う絵 の解

説 を一 つ ずつ表 示 した り,瞬 時 に言葉

を比 較･検 索 した りす る こ とも可能 と

な る。

デ ー タベ ー ス に は,注 解,機 関誌 の

記 事,文 献 目録,死 海 写本 研究 内容 の

索 引,ヘ ブ ライ語,ア ラム語,英 語 で

の死海 写本 の 総合 索 引 な ど も収 め られ

てい る。

この ほか,ギ リシャ語 お よびヘ ブラ

イ 語 の 『旧 約 聖 書 』,ギ リ シ ャ語 の

『新 約 聖 書 』
,聖 書 外 典 とラ ビ文 献,

ギ リシ ャ語 や ギ リシャ文化 を取 り入 れ

たユ ダヤ人 の著作 な ど も,最 終的 には

デー タベ ー ス に取 り入 れ る予 定 で ある。

2.エ ルサ レムの ブ リガ ム･ヤ ング

大 学調 査 団 は,こ れ に関連 した別 個 の

プ ロ ジ ェ ク ト と し て,DNA分 析 を

使 って動物 の皮や 羊皮 紙 に書 かれ た死

海 写本 の断片 をつ なぎ合 わせ よ う とし

て い る。

ブ リガム･ヤ ング大 学 の微 生物 学助

教 授 で あ り,DNA研 究 を専 門 とす る

ス コ ッ ト･ウ ッ ドワー ド兄弟 は次 の よ

うに述 べ て い る。｢写 本 をつ な ぎ合 わ

死海写本翻訳者の一人,ブ リ

ガム･ヤ ング大学の ドナル

ド･W･パ リー助教授(左)

と,エ ルサレム死海写本プロ

ジェクトを指揮するエマニュ

エル･ト フ教授。 難

∴繋

灘､讐購

謹

せ るた め に これ まで 最 も有効 だ った筆

跡 鑑定 法 で は,ど の 断片 が 同一 の筆者

に よ る もの で あ るか しか分 か りませ ん

で した。 しか し,DNA分 析 に よ り,

写 本 が書 か れた動 物 の皮 の遺 伝子 学 的

特 徴 をも とに写本 断 片 をつ な ぎ合わ せ

られ る よ うに な っ た の で す。｣写 本,

あ るい は写本 断 片が,ど の ような動物

の皮 に書 か れた か を判 別 す るこ とで,

写 本 が どの地 域 か ら出 て きた ものか を

発 見 で き る ように な る とい う。

｢こ れ か らは
,写 本 や羊 皮 紙 の断 片

を,そ れが 古代 イ ス ラエル の どの地 域

か らの もの か に よって分 類 で き るよ う

にな るはず です 。 これ に よ って,写 本

.に記 された 宗教 的概 念 が 当時 どれ だ け

広範 囲 に及 ん でい たか も分 か るで し ょ

う｣と,ウ ッ ドワー ド兄 弟 は語 った。

彼 はユ ダ ヤ砂 漠 写 本 会 議 で も写 本 の

DNA調 査 につ いて発表 して い る。

3.ブ リガ ム･ヤ ング大 学が 開発 し

た地 下9メ ー トル まで 透視 で き る大 口

径 レー ダ ー は,死 海 写 本 を調 査 す る

人々 に とって さ らに大 き く貢献 してい

る。 ブ リガ ム･ヤ ング大学 の政 治学 教

授 で あ り,FARMS所 長 で もあ るノエ

ル･B･レ イ ノル ズ は,新 た な写本 を

探 し出 すた めの許可 をイ ス ラエル古 代

遺物 局 か ら受 けた。FARMSが 低空 飛

行機 か らレー ダー を使 っ て死海 周辺 の

未発 見 の洞 くつ を探 索 す るの で あ る。

ブ リガ ム･ヤ ング大学 とFARMSの

が 　ぬ 　 ら　　　
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再組織さ:れた名古屋伝道部福井地方部長会

昨年1E月10日,名 古屋伝道部のJ･

リード･マ ックレー伝道部長管理の下

に開催された福井地方部大会で,1992

年4月 より地方部長の責任を果たして
まもる

きた竹沢 護 兄弟が解任され,新 たに
たけし

渡辺 健 兄弟(写 真中央)が 召された。
よしひさ

第一副部長には和田佳久兄弟(写 真
し ろう

左)が,第 二副部長には野崎史郎兄弟

(写真右)が 召され,そ の任に当たる。
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｢主が命 じられた ことを行 います｣

｢わた しには用意ができていま した｣

名古屋伝道部福井地方部長 渡辺 健

年12月10日 の 地 方 部 大 会 で,

昨 J･リ ー ド･マ ック レー伝道 部長

よ り福 井地 方部 長 の召 しを受 け ま した 。

わ た しは,こ の大 会 で地 方部 長会 の

変 更 が あるので は と感 じて い ま した。

地 方部 の第 二副 部長 だ った わた しは,

土 曜 日の集会 の準備 を してい て,祈 っ

てい る ときに｢全 力 を尽 くしな さい｣/

と主 か らの思 いが あ り,で きる限 りの

思 い と信仰 を表 すた め に準 備 を いた し

ました。

土曜 日な って準 備 をす るた め に,1

時間 ほ ど前 に教会 に行 き ま した。 教会

に着 い た その と き に｢面 接 が あ り ま

す｣と 言 わ れ,び っ くりし ました。心

の準備 をす る時 間が あ りませ んで した。

で も,わ た しには答 える用意 はで きて

い ました。 主が わた しを導 い て,人 々

の た めに使 って くだ さるな ら喜 ん で ど

の ような責任 で も果 た そ う と思 ってい

ま した ので,｢は い｣と 答 え ました 。

わた しが 地方部 長 会 の一員 としての

責任 を受 けて,こ の1年 の 間 に,主 は

その準 備 をわ た しにす る よ うに導か れ,

｢何 が大 切 なの か,ど の よ うに 導 け ば

いい のか,主 の思 いが 何 で あ り,ど の

よ うに人 々の生 活 に祝福 を もた らす こ

とが で き るの か,主 が どれだ け人 々 を

愛 されて い るのか｣な ど を,わ た しに

教 えて くだ さ った の です 。で きる限 り

の準備 を行 って も,主 はすべ て の こ と

を知 って お られ,そ の思 い は高 い こ と

も経験 に よ り学ぶ こ とが で き ま した 。

準 備 す るた め に最 も大 切 な ことは何 か

を知 りま した。

面 接 の と きに地 方部 の副部 長 を選 ぶ

よ うに言 わ れた ときに,主 に心 を向 け

て い る と,わ た しが 地方 部長 の責 任 を

果 たす ときに,わ た し とと もに働 き,

助 け,導 き手 とな って くれ る人 を,主

はすで に選 んで くだ さって い るの に気

が つ き ました。 副地 方部 長 に な るよ う

に と示 され た一人 の兄弟 の夫 人 には,

数週 間前 の面 接 で ご主人 が大 切 な主 の

責任 に召 され るで あ ろ うこ とを告 げて
けんそん みこころ

い ました。 わ た しは謙遜 に主 の御 心 を

行 いた い,主 と ともに歩 みた い と思 っ

てい ます。

主 はわ た しを含 めて12人 の神 権 指 導

者 と補 助組 織 の役 員 とな る姉 妹 た ち を

選 ん で くだ さい ました。 この福 井 地 方

部 内 の すべ ての人 々 に対 して,そ の 責

任 と義務,信 仰,希 望,愛,模 範,祝

福 を分 かち合 うた め に,働 くよ うに と

主 は 望 ん で お ら れ る の で す(3ニ ー

ファイ19:28-29参 照)。

わ た しは主 の宮 で主 か ら多 くの こ と

を教 わ って きま した。 これ か らは,こ

れ らの役 員 とな る方 々 や多 くの教会 員
あかし

の信 仰 と証,模 範 に支 え られ,主 が 彼

らに示 され る こ と と,｢主 な る彼 ら の

神が 命 じ られ るすべ て の ことを彼 らが

な す か ど うか を 見 よ う｣(ア ブ3:

25)と 言わ れ る主 の言 葉 を実行 で きる

よ うに,主 と と もに歩 み た い と思 っ て

い ます。 『モ ル モ ン書 』 ニ ー フ ァイ第

一書 第3章7節 に｢わ た しは行 って
,

主 が命 じ られ た ことを行 い ます｣と あ

る よ うに,ま ずわ た しか ら模範 を示せ

る よ うに働 きた い と思 って い ます。

｢モルモンパビリオン｣で の

出会いから

わ た しが最初 に教会 の名 前 を知 った

の は,1970年 の大 阪万 国博 覧会 で した。

いち ば ん最初 に入 った｢モ ルモ ンパ ビ

リオ ン｣の こ とは今 で も心 に残 って い

ます 。訪 問者 リス トに名 前 を記 入 して
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末 日聖徒イエス･キ リス ト教会豊田支部

所在地 〒471愛 知県豊田市梅坪町6丁 目117

電 話0565-31-4807

敷 地 面積425.9㎡

延 床 面積532.06㎡

完 成1995年6月14日

建 築 面積193.69㎡

･鉄 骨 造3階 建

また この場 所 が 神 様 が備 えて くだ

さった所 で ある と思 うの は,教 会 の付

近 は急 速 に開 けて新 しい建 物が 続 々 と

立 ち並 び,人 々 が集 ま って来 て いて伝

道 に最 適 な場所 とな りつ つ あるか らで

す。

以 前 は,車 の町,豊 田市 なの に駐 車

場 が2台 分 しか な く,毎 週 駐 車場 探 し

に苦 労 して い ま した。 今 は20台 以 上 も

駐 車 す るスペ ー スが あ り,エ ア コ ンの

利 い た教会 は,何 もか も夢 の よ うで す。

主 の 思い はわ た した ちの 思 い とは異 な

り,常 にわ た した ちの た め に最 も良 い

もの を備 えて くだ さ って い る こ とを再

確認 す る こ とが で き ま した 。 この祝 福

を この地 に住 む人 々 に分 か ち合 ってい

きたい と願 っ てい ます。(た け も と･

よ ういち ス テー ク高等 評議 員)

死者の霊たちを身近に感じた系図探求

オ八イオ州シンシナティ北ステーク

モンゴメリーワード

池田和政

94年5月,出 張 で 京 都 に 行 っ た

is 折(当 時東 京 在 住),仕 事 先 の

手 違 いで午 後 か ら半 日,時 間 が空 きま

した。 ど うや って 時間 をつぶ そ うか と

考 えてい る と,京 都 に父方 の古 い墓が

あ ったの を思 い出 し,大 阪 にいた 父 に

電 話 で場所 を聞 き ました。 若 い とき に

訪 問 した き りで,20何 年 も前 の記憶 は

定 か で な く,よ うや く訪ね 当 てた お寺

で池 田家 の墓 を見 つ け ま した。

｢あなたがたの救いの業が

進みますように祝福 します｣

先祖 に関 す る情報 で もあ るだ ろ うか

と墓石 を調 べ ましたが,文 字 は ほ とん

ど読 めず,お 寺 の住 職 に聞 い て も詳 し

い情報 は得 られ ません で した。 しかた

な く墓 の前 にぬか ずい て祈 りを ささ げ

て い る と,｢ど うぞ 祝 福 し て くだ さ

み
い｣と い う死者 の強 い願 い を感 じ,御
たま

霊 に感 じ るま ま神権 に よ る祝福 を行 い

ま した 。｢あ なた が た の救 い の 業 が進

み ます よ うに祝 福 し ます。｣こ の祝 福

の言葉 が それ か らす ぐに成 就 しよ う と

は,こ の とき は夢 に も思 い ませ んで し

た 。

さて墓地 か ら出 よう とす る と,今 ま

で感 じた こ との ない不 思議 な感 情 に と

らわ れ ま した 。墓 全体 が ざわ ざわ とし

て,何 とも言 えない や るせ な い思 いが

わ た しに向 け られ て きた ので した。 空

は真 っ青 に澄 みわ た り,5月 の気持 ち

の良 い風 が吹 いて い ま した。 わた しは

じ っ と耳 を澄 まして,次 に何 が来 るの

か,そ して これが何 であ るの か を主 に

尋 ね なが ら,深 く思 い を巡 らせて い ま

し た。 突然 理 解 で き た の は,こ れ が

｢う らや ま しい｣と い う死 者 た ち の感

情 だ とい うこ とで した。

わ た しは夢 中で彼 ら に も神 権 に よる

祝福 を施 しま した。 池 田家 の先 祖 にわ

た しが施 した祝 福 に対 して,ほ か の死
せんぼう

者たちが強い羨望を示したのだと,祈

りの中 で確信 し ました。 とて も霊的 で

貴 重 な経 験 で した。

｢ご先祖の話を

聞きたくないかえ?｣

わたしは再び父に電話をし,京 都に
しんせき

親 戚 が い るか尋 ね ま した。 父 は,生 き

て いれ ば年 を取 った い とこが住 んで い

るはず だ と,場 所 を教 えて くれ ました。

そ こへ行 ってみ る と,は た して一 人 の

お ばあ さん が出 て来 て,自 己 紹介 す る

わた しを奥 へ招 き入 れ,あ い さつ もそ

こそ こに｢あ なた,ご 先祖 の話 を聞 き

た くな いか えP｣と 切 り出 しま した 。

わた しは大変 驚 きま した 。 なぜ な ら,

わた しは 自分 が何 を求 めて来 た のか話

して お らず,出 張 の つ いで にお墓 参 り

に来 た としか 告 げて い なか った か らで

す。

それか ら延 々6時 間 にわ たっ て,わ

た しの祖 父 とそ の11人 の兄 弟姉 妹,そ

の子供 た ち,さ らにそ こか ら3代 前 ま

で さか のぼ った人 々 の話 が,そ れぞ れ

個 性豊 か なエ ピ ソー ドを交 えて語 られ

聖徒 の道/1996年3月 号
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死 ぬ こ とを まだ 認 めな か った ので し ょ

う。 系 図が 完了 す る まで は生 か され る

もの と信 じて はい ま したが,さ いわ い

今 も元気 で,何 の障 害 もあ りませ ん。

エリヤの霊に導かれて

そ して,1995年4月 に出 張で 日本 に

一時 帰 国 した際
,東 京神殿 に参入 し,

提 出 した家族 フ ァイル のエ ンダ ウ メ ン

トを受 け られ るか尋 ね てみ た ところ,

何 とその前 日に以 前所 属 して いた三 鷹

ワー ドの会員 が エ ンダ ウメ ン トに必 要

なす べ ての儀 式 を受 けて くれて いた の

です 。わ た しはその 晩,母 方の先 祖 の

中 でい ち ばん年長 の男 性 の ため にエ ン

ダウメ ン トを受 ける こ とが で き ました。

儀 式 の最 中,そ の 男性 の存 在 を感 じ

ま した。 多分 今 ごろ は,メ ルキ ゼデ ク

神権 者 として母 方の死 者 で組 織 され た

ワー ドの指導 者 にな って い るか もしれ

ない と思 い を巡 らせ る と,と て も幸 せ

な気 持 ち にな りました。彼 ら はい まや

儀式 を受 け,過 去 何十 年 もの間 で きな

か った奉 仕 の業 を霊界 にお いて行 って

い るの です。 義人 で は あっ て も,バ プ

テ スマ も受 けず神 権 も受 けてい な けれ

ば,霊 界 で奉 仕 す る こ とはで きない の

です 。多 くの霊 た ちが長 い 間わ た しの

た めに懸命 に霊界 で祈 り続 けて くれ た

こ とを感 じ,う れ し くな りま した。

わ た し は間 違 い な く,｢先 祖 の こ と

に心 を向 かわ せ るエ リヤ の霊｣に 導 か

れた と強 く感 じてい ます。 先祖 が 真実

の教会 に加 入 した くて もで きなか った

長 い年月 を思 う と,自 分 の怠慢 が悔 や

まれ ます。 わ た しの系 図探 求 の業 は ま

だ終 わ りで はあ りませ ん。 きっ とまだ

まだ待 って い る人 々が い る はず です の

で,彼 らの 救 い の手 伝 い を した い と

思 ってい ます。 神殿 の業 は真実 ま こ と

の主 の業 で,こ の地 で結 ばれ る ことが
あかし

天で も結 ばれ て い る ことを心 か ら証 し

ます 。(い け だ･か ず まさ ワー ド若

い男性 副会 長)

わ た し の 証

福岡ステーク福岡ワード

浜 孝明

職業と信仰 シリーズ

価値 ある存在
矯正教育に携わって

福岡少年鑑別所次長(法 務教官)

在わたしは,少 年鑑別所に勤務

現 してい ます。 少 年院 や少 年鑑 別

所 は,犯 罪,非 行 を犯 した 少年(原 則

として14歳 か ら20歳 未満)を 収 容 して,

教育 を施 し,心 理 テス トな どに よ り少

年 の資質 を見極 め,彼 らの社 会復 帰,

更生 を援 助 す る施 設 で す。 これ らは一

般 に,矯 正 施 設 と呼 ばれ て い ます(成

人 を対 象 とす る刑務 所 も同様)。

わた しは,1971年,大 学4年 の終 わ

りにバ プテ ス マ を受 け,そ の後 大学 院

に進 学 しま したが,就 職 に際 して は,

専攻 が教 育学 で はあ りましたが,学 校

教育 以外 で 自分 の力 を試 した い と思 い,

国家 公務 員試 験 を受 け現 在 の道 を選 び

ま した。 現在 の職 場 は,学 校 教育 と異

な り,単 に知 識 を教授 す る こ とで はな

く,少 年 の 内面,す なわ ち考 え方,心

の あ り方,性 格 や人格 との触 れ 合 い を

通 して,誤 った道 か ら正 しい道 へ再 び

引 き戻 す とい う,か な り特殊 で 困難 な

処 遇 です が(こ れ を｢矯 正教 育｣と 言

い ます),や りが い の あ る仕 事 で もあ

ります。

最初,八 王 子市 にあ る少年 院 に勤務

し,収 容 され て い る少年 を直 接指 導 す

る機会 が あ りま した 。少 年た ち は,様

様 な犯 罪 や非 行 にか かわ っ て きた に も

かか わ らず,一 人 一人 に接 して み る と,

いわ ゆ る｢犯 罪者｣と は違 い,人 懐 っ

こい普 通 の青 少 年 と何 ら違 わ な い印 象

が あ りま した 。 しか し,彼 ら は,家 庭

的 に問題 が あ り,か な り早 期 か ら問題

行 動 に陥 ってい た者 が多 いた め,わ た

した ち教 官 の教 えや指 導 を一応 は聞 く

もの の,表 面 的 で,す ぐに トラ ブル を

起 こす な ど,ほ ん と うの意 味 で改 善,

進 歩 を見 せ る こ とはなか なか あ りませ

ん。

浜ご家族

蜜徒の道/1996年3月 号
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